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はじめに 

 

「室⼾市ウエルネスシティ基本構想」は、変化を続ける社会情勢や市場のニーズに適応
し、持続的に発展していくため、本市が有する⾃然や⽂化、施設等の資源を「ウェルネス」
というキーワードのもとに整理し、優先的に取り組む課題を明確にすることで、「みんな
が⽣き⽣きと活躍し、健康と幸せと豊かさを実感できるまち」づくりを着実に進めるため
のビジョンと具体施策を記載しています。 
 
私は「世界⼀健康づくりの楽しいまち」を掲げています。室⼾海洋深層⽔を活⽤した

「シレストむろと」や国際的に地質学的意義のある場所として、国内のみならず世界から
も注⽬される「室⼾ユネスコ世界ジオパーク」もありますが、本市の特徴でもある約
53km にわたる⻑い海岸沿いの道とその道中で⾒られる太平洋の穏やかな景⾊や観光施設、
これらを「タラソテラピーロード」として、⽇本版タラソテラピー拠点となるよう、体も
⼼も安らぐ健康づくりを楽しめる地域として、魅⼒的な室⼾を創り続けていきます。 
 
結びに、計画策定にあたりご意⾒いただきました「室⼾市ウエルネスシティ基本構想」

検討委員の皆様、ワークショップにご参加いただきました関連事業者の皆様に⼼より感謝
申し上げます。 
 
 

⾼知県室⼾市⻑ 植⽥ 壯⼀郎 
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第 1 章 構想の策定にあたって 

1. 構想策定の背景と⽬的 
 本市は、昭和 34（1959）年の市制発⾜以来、豊かな⾃然との共⽣を図りながら、漁業
や農業等を中⼼に地域経済の発展に努めてきました。 
 しかし、基幹産業の⼀つである漁業の低迷や若者層を中⼼とした⼈⼝の流出等を背景に、
⼈⼝の減少と少⼦⾼齢化が進み、ピーク時には 30,000 ⼈を超えていた⼈⼝は、平成 27
（2015）年の国勢調査では、半数以下の 13,000 ⼈台にまで減少しました。 
 ⼈⼝の減少はますます加速すると推測され、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所によると、
出⽣率が現状で推移し、社会移動が⼀定に縮⼩する場合、令和 42（2060）年度には本市
の将来⼈⼝は 2,375⼈にまで減少すると推計されています。 

 
出典：「第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」 
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 ⼀⽅、室⼾市を取り巻く環境・社会・経済の状況も変化しています。平成 27（2015）
年に は 、 2030 年ま で に 世 界 が達成すべき 持 続可能な開発 ⽬標と し て 「 SDGs
（Sustainable Development Goals：持続可能な開発⽬標）」が国連にて採択され、⽇本
でも企業や地⽅⾃治体、⼤学等で SDGsの達成に向けた積極的な取組が始まっています。 
 また 2030〜2040 年に有望な新市場として、昨今「ウェルネス市場」が注⽬を集めてい
ます。「ウェルネス」とは、⾝体・精神の健康に加え、環境・社会の健康を基盤にして、
豊かな⼈⽣をデザインしていくものとされており、⼼⾝の不調だけでなく、⾼次の欲求で
ある⾃⼰実現、ウェルビーイングの実現といった領域もサービスの対象となります。⽇本
での「ウェルネス市場」規模は、2030 年には約 89.6 兆円、2040 年に約 86.4 兆円となる
と推計されています。*1 
 
 こうした世の中の動きに先⽴ち、独特の地形と地質をはじめとする⾃然環境に囲まれた
本市は、美しい⾃然を守り、時には知恵と⼯夫を以って産業へと発展させ、これまでの歴
史を歩んできました。 
 科学技術庁（現⽂部科学省）のアクアマリン計画でモデル海域に指定されていた室⼾岬
は、平成元（1989）年、我が国初の陸上での海洋深層⽔取⽔施設「⾼知県海洋深層⽔研
究所」、平成 12（2000）年には取⽔・給⽔施設「室⼾海洋深層⽔アクア・ファーム」を
それぞれ開設。現在でも⽔産や⾷品等、幅広く活⽤されています。平成 18（2006）年に
は、海洋深層⽔を体験できる施設として「シレストむろと」がオープンし、開業以来多く
の⽅にご利⽤いただいています。 
 平成 23（2011）年には、「室⼾ユネスコ世界ジオパーク」として認定され、国際的に
地質学的意義のある場所として、国内のみならず世界からも注⽬される場所になりつつあ
ります。 
 このほか、⼟佐備⻑炭の⽣産や海成段丘を活かした農業等、これまで本市が培ってきた
産業や⽂化、そして唯⼀無⼆の⾃然環境は、SDGs の理念やウェルネスといった考え⽅と
の関連性が⾮常に⾼いものばかりです。 
 
 そこで、『室⼾市ウエルネスシティ基本構想』は、変化を続ける社会情勢や市場のニー
ズに適応し、持続的に発展していくため、本市が有する⾃然や⽂化、施設等の資源を「ウ
ェルネス」というキーワードのもとに整理し、優先的に取り組む課題を明確にすることで、
「みんなが⽣き⽣きと活躍し、健康と幸せと豊かさを実感できるまち」づくりを着実に進
めるためのビジョンと具体施策を⽰すことを⽬的とします。 
 
 
*1  ディー・フォー・ディー・アール株式会社『消費トレンド 2040 市場予測』／令和 4 年 3 ⽉ 
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2. 構想の期間 
 本構想の期間は、令和 5（2023）年度から令和７（2025）年度までの 3年間とします。
構想策定からの３年間でウエルネスシティの⼟台となる優先度の⾼い取組を推進するとと
もに、それらの進捗を評価します。また、本構想の上位計画にあたる『室⼾市まち・ひ
と・しごと創⽣総合戦略』の令和６（2024）年度改訂に合わせ、本構想も⽅針の⾒直し
を⾏ない、状況や情勢を踏まえて適宜軌道修正を⾏なっていきます。 
 

3. 構想の位置付け 
 室⼾市は『室⼾市総合振興計画』を令和 3（2021）年度に策定し、将来のまちづくりや
⾏財政運営を総合的かつ計画的に推進するための指針として、着実な歩みを進めています。
同計画の中では、室⼾市の将来像を「みんなが⽣き⽣きと活躍し、健康と幸せと豊かさを
実感できるまち」として、前期 4年、後期 5年の基本計画を定めています。 
 また、令和 2（2020）年度には、『室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略』を改訂し、
令和 2（2020）年から令和 6（2024）年までを第 2 期として、さらなる取組を進めていま
す。総合振興計画と総合戦略の関連性は強く、本計画において重要かつ優先的に実施する
事業として位置づけています。 
 分野別施策としては、総合振興計画の基本施策に沿って各計画が策定されており、本構
想に関連する計画には『室⼾市健康増進計画』があります。 
 
 『室⼾市ウエルネスシティ基本構想』は、『室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略』
が⽰す重点施策のアクションプランとして、既に取組が始まっている事業も含め、“ウエ
ルネスシティ”の体系に落とし込み、本市が重点的に取組む施策を整理します。 

《分野別施策の計画》

・高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画

・室戸市子ども・子育て支援計画

・室戸市障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画

＜室戸市食育推進計画＞
＜室戸市自殺対策計画＞・室戸市健康増進計画

室⼾市ウエルネスシティ基本構想
Ø “ウエルネスシティ” としての体系整理
Ø 重点施策のアクションプラン（「まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」の⽬標と連動）

《室⼾市総合振興計画》

基本構想

基本計画

実施計画

室⼾市まち・ひと・しごと
創⽣総合戦略

室⼾市過疎地域⾃⽴促進計画

室⼾市地域防災計画

室⼾市地域福祉計画

室⼾市地域医療計画

連携

等



9 

 

第 2 章 計画の基本⽅針 

1. 「室⼾市ウエルネスシティ」が⽬指す未来像 
 室⼾市は、独特の地形と地質をはじめとする⾃然環境や、⾃然環境を活かした産業や⽂
化、体験、施設等、さまざまな資源を有しています。 
 

＜室⼾市が有する主なウェルネス関連資源＞ 
名称 概要 
室⼾ユネスコ世界ジオパーク ⾯積 248.20km2の室⼾市全域が対象範囲で、⽇本では 5 カ所

⽬となる世界ジオパークとして、平成 23（2011）年に認定
された。新しい⼤地の形成や変動する地球のダイナミズムを
実感でき、プレートテクトニクス理論を陸上で初めて実証し
た四万⼗帯（付加体）の地質や、地震隆起と海⽔準変動に 
よって形成された海成段丘等、詳しい研究がなされている。 

東⻄で変化する気候環境 年間を通じて温暖であり、亜熱帯性気候の性格を帯びてい
る。太平洋にⅤ字形に突出した⽇本⼋景の室⼾岬を中⼼に東
⻄ 53.3km の海岸線を有しており、同じ⽇、同じ時間でも、
東⻄で気候環境が⼤きく変化する。 

室⼾岬灯台 
 
 

室⼾岬のシンボルであり、⻘い空と海のはざまに⽴つ⽩亜の
灯台は、明治 32 年以来､ 航海者たちの安全を照らす⽔先案内
⼈として活躍している。室⼾岬先端、標⾼ 151m の⼭上にあ
り、レンズの⼤きさは直径 2m60cm と⽇本最⼤級。 

天然記念物室⼾岬亜熱帯性樹林
および海岸植物群落 

室⼾岬の地形や暖流⿊潮がもたらす温暖多⾬で、しばしば暴
⾵にさらされる厳しい気象条件が、ウバメガシから成る海岸
植物群落に加え、当緯度では珍しいアコウやアオギリに代表
される亜熱帯性樹林を成⽴させており、古くからその学術的
な価値が評価されている。 

四国遍路 四国⼋⼗⼋ヶ所を巡るお遍路は、⽇本のみならず世界的にも
有名な巡礼路で、室⼾では霊場第 24 番札所「室⼾⼭明星院 
最御崎寺」、第 25番札所「宝珠⼭眞⾔院 津照寺」、第 26番
札所「⿓頭⼭光明院 ⾦剛頂寺」が室⼾三⼭と呼ばれる。 

御蔵洞をはじめとする、空海ゆ
かりの地 

室⼾市には、弘法⼤師(空海)ゆかりの場所が数多く残ってい
る。 その⼀つが「御蔵洞」で、修⾏時のご住居として使われ
ていたと伝えられる。 

海底地形を活かした漁業 室⼾市周辺の海域は、海底地形が急に深くなっているため、
栄養塩の豊富な海洋深層⽔が湧き上がる好漁場となってお
り、⼤型定置網を中⼼とした漁業が盛ん。 
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室⼾海洋深層⽔および関連施設 光の届かない深海の流れが、室⼾沖の陸棚にあたり、海⾯近
くへ上昇する「湧昇流」に乗って運ばれ、海洋深層⽔として
取⽔される。海の上層にある表層⽔に⽐べ、無機栄養に富
み、温度変化が少ない等のさまざまな特徴を持ち、市内には
「室⼾海洋深層⽔アクア・ファーム」をはじめ、複数の関連
施設が存在し、室⼾市の基幹産業の⼀つになっている。 

シレストむろと 室⼾市最⼤のウェルネス資源である「室⼾海洋深層⽔」を体
験できる健康増進施設で、⽔中運動ができる海洋深層⽔の温
⽔プールやサウナ、ホットタブや露天⾵呂等がある。 

室⼾ドルフィンセンター イルカとのふれあいを通して、⼈⽣をより良く、⼼⾝ともに
健康になれる体験を提供している。 

サーフィン、シーカヤック等の
アウトドアアクティビティ 

国⽴室⼾少年⾃然の家をはじめ、アウトドアアクティビティ
が各所で提供されている。サーフィンの名所とも⾔われる。 

⼟佐備⻑炭の⽣産 ⼭の斜⾯に⽣えるウバメガシ（⾺⽬樫）を炭材として使⽤し
て製造する⼟佐備⻑炭は、室⼾の特産品であり、100 年以上
の歴史を持つ。 

段ノ⾕⼭天然杉群 段ノ⾕⼭周辺には、幹周り 10ｍクラスの天然杉の巨⽊が 30
本以上⽣育しており、躍動する個性的な⼤杉を⾒ることがで
きる。 

吉良川のまちなみ（重要伝統的
建造物群保存地区） 

⽩壁や⽔切り⽡の建物といしぐろ等により形成されたまちな
みで、国の⽂化財である「重要伝統的建造物群保存地区」に
選定されている。 

祭り等の伝統⽂化 市内の各地で、古くから数多くの祭や伝統⾏事が受け継がれ
ている。地域によって特⾊があり、「シットロト踊り」のよ
うな伝統芸能も存在する。 

海成段丘を活かした農業 平野部が少ない室⼾では、隆起した地形の海成段丘をうまく
活⽤したさまざまな農業の⾵景を⾒ることができる。海から
の潮⾵と栄養豊富な⾚⼟で育まれる濃厚な味が特徴。 

海⼭のグルメ ⼟佐捕鯨発祥の地として古くから親しまれてきた鯨料理、ご
当地グルメ「キンメ丼」、伝統野菜やフルーツ等、⼭の幸も
海の幸も楽しめる。 

 
 

特に観光振興においては、室⼾世界ジオパークを中⼼に、⾃然資源や歴史・⽂化資源、
施設等を活⽤したプログラムの提供やツアーの造成を⾏なってきました。 

⼀⽅、近年「ウェルネス」や「ウェルビーイング」といった⾔葉が注⽬を集め、⾝体・
精神の健康に加え、環境・社会の健康を基盤にすることで豊かな⼈⽣をデザインし、⾃⼰
実現していくことが重視される時代が来ています。それに加え、令和７（2025）年開催
予定の⼤阪万博による波及効果やインバウンド需要と、変化を続ける社会情勢や市場ニー
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ズに適応し、持続的に発展していくために、本市が有する⾃然や⽂化・施設等の資源を最
⼤限に活⽤し、多⾯的な発信を⾏なうことが求められています。 

 
今後、社会の変化に適応し、他地域と⽐べても選ばれるまちになるためには、【社会情

勢】と【地域資源】、そして室⼾ならではの【独⾃性】を掛け合わせ、これまでとは異な
る視点を備えたプログラムや施設の整備、⼈材の育成、プロモーションを通して、新たな
交流⼈⼝・関係⼈⼝を掘り起こし、持続可能な地域づくりを推進していく必要があります。 
 

 
 
 
 

そこで本構想では、地域に残る地質・⾃然・⽂化遺産を守りながら地域の教育とツーリ
ズムに活かす「ジオパーク」と、地域資源を⼼⾝の健康づくりや地域社会の健康へ繋げる
「ウェルネス」の両者がそれぞれ恩恵を受けあい、循環していく仕組みを形成していくこ
とを⽬指します。 

 
 
 

地域資源

室⼾市が有する
ウェルネス関連資源

 室 ⼾ な ら で は の “ 持 続 可 能 な 地 域 づ く り ”

独⾃性

室⼾ならではの強みや
他にはない独⾃性

社会情勢・ニーズ

ターゲットニーズや
市場・社会の変化
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2. 構想の体系と重点施策の整理 
 『室⼾市総合振興計画』において、本市は将来像を「みんなが⽣き⽣きと活躍し、健康
と幸せと豊かさを実感できるまち」と掲げています。室⼾市ウエルネスシティの推進にあ
たってもこの考えは共通であり、市⺠の幸福感（Well-being）の根底には、⽣理的欲求、
安全の欲求、そして社会的欲求が満たされることが⼟台にあります。 
 本構想では、①ウェルネス資源を活かした市⺠の健康づくり、②ウェルネス資源を活か
した観光地づくり の⼆点を重点施策として、室⼾市⺠にとっても、室⼾市を訪れる⼈に
とっても、「健康と幸せと豊かさを実感できるまち」の実現を⽬指していきます。 

 なお、⼆点の重点施策はそれぞれ独⽴するものではなく、⽬指す⽅向を共にし、ハード
とソフトを相互に連携・共有しながら、⼀体となって施策を推進していきます。 

ジオウェルネス室⼾
- ⼤地のエネルギーを⽣きる⼒に -

ビジョン

重点施策

実⾏組織

ハード整備
ü 室⼾ウェルネスの中核施設としての「シレストむろと」の整備
ü 海岸線を活⽤した「タラソテラピーロード」の整備
ü 既存ウェルネス施設の活⽤ ü インフラの整備 など

ソフト整備

保健介護課 / 地域医療対策課
⾼知⼤学 / その他連携団体 等

観光ジオパーク推進課 / 観光協会
商⼯会 / 観光関連事業者 / ⼤学 / 企業 等

連携

ü 各種健康プログラム
ü オリジナルヘルシーメニューの開発
ü 地域共創の実践 など

ü ウェルネスプログラムを提供する⼈材の育成
ü 体験滞在型プログラムの造成
ü インバウンド強化 など

ウェルネス資源を活かした
市⺠の健康づくり

ウェルネス資源を活かした
観光地づくり

重点施策

ウェルネス資源を活かした市⺠の健康づくり

重点施策

観光振興＝ウェルネス資源を活かした観光地づくり

市⺠の幸福感

地元への愛着 地域の⼀体感

地域のにぎわい 所得向上 雇⽤機会創出

室⼾市ウエルネスシティの実現＝マズローの６段階欲求
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第 3 章 ウェルネス資源を活かした市⺠の健康づくり 

1. 施策⽴案の⽅法 
 本施策の策定にあたって、ウェルネスと関連性の⾼い既存計画の調査および関連部署・
機関へのヒアリングをもとに、現状把握と課題の洗い出しを⾏い、具体施策を検討しまし
た。 
 
 

 

 

既存計画の調査 

- 『室⼾市総合振興計画』令和３年度〜令和 11 年度 室⼾市まちづくり推進課 
- 『第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略』令和 2 年度〜令和 6 年度 室⼾市

まちづくり推進課 
- 『世界⼀健康づくりが楽しめるまちづくりプロジェクト（地⽅創⽣推進交付⾦対象事

業） 』令和 2 年度〜令和 5年度 室⼾市保健介護課 
- 『室⼾市健康増進計画』平成 31 年度〜令和５年度 室⼾市保健介護課 
- 『SAWACHI 型健康社会共創拠点事業』令和３年度〜令和４年度 室⼾市地域医療対

策課 
 
 

関連部署・機関へのヒアリング 

- 室⼾市まちづくり推進課 
- 室⼾市地域医療対策課 
- 室⼾市保健介護課 
- ⾼知⼤学医学部 
 
 

既存計画の調査
関連部署・機関

へのヒアリング
具体施策の検討

現状把握と課題の洗い出し 
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2. 既存計画との関わりの検討 

（１）室⼾市総合振興計画 令和３年度〜令和 11 年度 

 市の⾏政計画の最上位に位置付けられる本計画では、まちの将来像を「みんなが⽣き⽣
きと活躍し、健康と幸せと豊かさを実感できるまち」と定めています。概念図には、室⼾
市が有する「⾃然・資源」「産業」「歴史・⽂化」「コミュニティ」という環境の中で、
市⺠⼀⼈ひとりが⽣き⽣きと活躍し、健康と幸せ、そして豊かさが実感できることが⽰さ
れています。この中で「ウェルネス」という⾔葉は使われていませんが、その概念はウェ
ルネスの定義*2 と⼀致しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「室⼾市総合振興計画」基本構想で⽰される将来像概念図 
 
 
 「ウェルネス」が意味する⾃⼰実現、⼈⽣の豊かさは⾼次な欲求であるため、あらゆる
要素が複雑に絡み合って創出されるものですが、本構想で重点施策としている「市⺠の健
康づくり」「観光地づくり」と関連が深い項⽬としては、基本⽬標 1-(5)「観光の振興と
移住・交流の推進」、基本⽬標 2-(1)「健康づくり」等が挙げられます。 
 
 

 
「室⼾市総合振興計画」基本⽬標 1-(5) 
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「室⼾市総合振興計画」基本⽬標 2-(1) 

 
 こうした⽬標及び計画のもと、「実施計画」として『室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総
合戦略』が定められています。 
 
 
（２）第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 令和 2 年度〜令和 6 年度 
 本戦略は、「室⼾市⼈⼝ビジョン」で⽰した⼈⼝の将来展望を実現するために必要とな
る施策をまとめたもので、⼈⼝減少の克服と地⽅創⽣の実現を⽬的として、重要かつ優先
的に実施する戦略として位置付けられています。 
 本構想で重点施策としている「市⺠の健康づくり」「観光地づくり」と関連が深い項⽬
としては、基本⽬標 2「ジオパーク等地域資源を活かし、国内外から新しい⼈の流れをつ
くる」、基本⽬標 4「安⼼して暮らすことのできる、⼈にやさしいまちづくりの推進」が
挙げられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 こうした戦略のもと、各事業や分野別施策が展開されています。 
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（３）室⼾市健康増進計画 
 本計画は、市⺠⼀⼈ひとりが、健康について⾃らが気づき、考え、⾏動するために、何
をどのように取り組んでいくかを分野別に⽰し、数値⽬標を定め、推進することを⽬的に、
２つの基本⽬標と７つの計画が策定、展開されています。 
 
２つの基本⽬標 
１．健康寿命の延伸 
２．⽣活習慣病の発症及び重症化予防の徹底 
 
計画の展開 
１．栄養・⾷⽣活（室⼾市⾷育推進計画） 
２．⾝体活動・運動 
３．喫煙 
４．飲酒 
５．⻭・⼝腔の健康 
６．⽣活習慣病の予防と健康診査・がん検診 
７．休息・こころの健康（室⼾市⾃殺対策計画） 
 
 このうち計画２「⾝体活動・運動」についてみると、運動習慣がある⼈の割合が⾼知県
平均41.5％に⽐べ、室⼾市平均39.1％と下回っており、⽣活習慣病の予防や⾼齢者の介護
予防のためにも、⾃分の体⼒に合った運動を継続していくことが重要とされています。市
は「運動習慣のある⼈の割合」の⽬標値を令和４（2023）年度時点で 50％と掲げ、健康
教室等の取組を展開しています。 
 
 
（４）世界⼀健康づくりが楽しめるまちづくりプロジェクト 令和 2 年度〜令和 6 年度 
 本プロジェクトは、『第 2 期 室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略』で設定した KPI
（特に⽬標 2、4）を達成するため、具体的に事業を推進するものとして位置付けられて
います。 

事業概要および具体施策  

① 健康プログラム（とことこ事業） 
 株式会社タニタヘルスリンクのアプリを活⽤。市⺠⼀⼈ひとりの体を「はかる」→「わ
かる」→「気づく」→「かわる」と“⾒える化”することにより、健康意識を⾼め、健康増
進のモチベーションを維持し、楽しみながら継続できる健康づくりの仕組みを構築してい
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る。また市内に数か所の計測スポット（体組成計）を設置し、「体重」「筋⾁量」
「BMI」「内臓脂肪レベル」等を記録し、アプリ内の『からだカルテ』と連携している。 
 
② 健幸ポイント事業（とことこポイント事業） 
 株式会社タニタのアプリもしくは活動量計を使⽤。健康づくりの努⼒・成果それぞれに
応じて健幸ポイント（とことこポイント）を付与し、ポイントを貯めると市内施設で使え
る商品券等と交換することができる。 
 
③ ⾷教育 
 株式会社タニタの管理栄養⼠が監修し、市内の飲⾷店等と連携してオリジナルヘルシー
メニューを開発。主⾷(ご飯)、主菜、副菜２品、汁物の定⾷メニューで、栄養バランスの
配慮や野菜の切り⽅の⼯夫等がされている。オリジナルヘルシーメニューを⾷べると、健
幸ポイント（とことこポイント）が付与される。 
 
④ 笑いで健康 
 お笑い芸⼈を招いたイベントや講演を定期的に開催している。 
 
⑤ 「健康」をキーワードにした観光コンテンツの開発 
 令和 5（2023）年 1⽉時点では、まだ取組が実施されていない。 
 
⑥ 健康住宅の推進 
 ⾼齢者家庭での温度と⾎圧計測や住居の温熱環境、衛⽣環境を、実証実験にて検証を⾏
なっている。 
 
⑦ タラソテラピーロードの整備 
 令和 5（2023）年 1⽉時点では、まだ取組が実施されていない。 
 
 
⑧ 県内外への情報発信 
 令和 5（2023）年 1⽉時点では、まだ取組が実施されていない。 
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ヒアリングから⽰唆される各施策の課題  

① 健康プログラム（とことこ事業） 
健康プログラムの参加者は令和 3年度時点で⽬標650に対して実績 227と、当初⾒込み

より少ない。また参加者数は年々増えている⼀⽅で、運動習慣にあまり改善は⾒られてお
らず、もともと運動習慣があった市⺠の参加が多いと推察され、集客⾯に課題がある。 
 
② 健幸ポイント事業（とことこポイント事業） 
 60〜70 代の参加者はウォーキングが習慣化しているが、若い世代は歩数・ポイントが
伸び悩んでいる。また利⽤者アンケートから、「モチベーションを維持」することが難し
いという声があるため、時期を問わず歩きたいと思わせる⼯夫が求められる。 
 
③ ⾷教育 
 調理基準が厳しいため、作業⼯程に時間がかかり、現状は参加店舗が少ない。また参加
した 4店舗中 3店舗が、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響でレストラン部⾨を休⽌して
おり、実質定期的に提供できているのが「喫茶うみがめ」のみとなっている。またとこと
こポイント事業の参加者以外にはあまり知られておらず、認知にも課題がある。 
 
④ 笑いで健康 
 参加者が⾼齢者と限定的で、集客に課題がある。どのように健康と結び付けて市⺠に周
知していくか、また定期的な開催に繋げていくための取組も必要になっている。 
 
⑤ 健康住宅の推進 
 検証後、推進には⾄っておらず、実証実験結果を踏まえた課題の洗い出しと具体施策の
検討が必要である。 
 
 

総括  

 以上のように、多様な取組を⾏なっているものの、それぞれが点での活動になってしま
っており、連携できていない。また、室⼾市のウェルネス資源（体験含む）を市内利⽤だ
けでなく観光にも繋げることができていない。市外向けにも施策を展開することで、「健
康づくりが楽しめるまち」としてのブランディングを強化し、翻って市内の需要が喚起さ
れるような循環が⽣まれることが理想的な状態と⾔える。 
 
 
 



20 

 

（５）⾼知⼤学との連携 
 ⾼知⼤学と本市は、平成 17（2005）年に「連携事業協定」を締結して以来、地域の医
療課題解決に向けた取組を協働して⾏なっています。令和 3（2021）年 3⽉には、医学部
との覚書を締結し、⾼齢化先進地である室⼾をフィールドに、産官学が連携して医療分野
における地域共創を実践する「SAWACHI 型健康社会共創拠点事業」を 2 カ年で展開。室
⼾市の課題をもとに研究テーマが複数設定され、医療分野における課題の発⾒から解決に
向かうための体制整備までを⼀気通貫で⾏なってきました。今後も連携を継続して、事業
を推進していきます。 
 
 

3. 現状把握と課題のまとめ
 前項で述べたように、市⺠の健康づくりに関する既存の取組については、「守りの健康」
とも⾔えるホットラインや医療体制は整備が進められているものの、能動的に健康づくり
に取組む「攻めの健康」については、参加者に偏りが⾒られ、点での活動になってしまっ
ている等、取組が⼗分⾏われているとはいえません。 
 また、室⼾ならではのウェルネス資源を活⽤した市⺠の健康づくりにあたっては、室⼾
海洋深層⽔を活⽤した健康増進施設「シレストむろと」が整備後 16 年を経過し、⼤規模
な改修が必要となる中、社会情勢を踏まえたニーズに対応し、より多くの市⺠の利活⽤を
促す施設となるよう、施設のあり⽅を⾒直した計画の策定が求められています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
*2  近年の定義としては「⾝体の健康、精神の健康、環境の健康、社会的健康を基盤にして、豊かな⼈
⽣をデザインしていく、⾃⼰実現」が提唱されている（荒川雅志(2017). ウェルネスツーリズム〜サー

ドプレイスへの旅, フレグランスジャーナル社） 
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4. 市⺠向けウェルネスプログラムの整備イメージ 
 ウェルネスプログラムを構成する要素としては、⾃然環境やジオパークはもちろん、ウ
ォーキングやサイクリングといった体験・アクティビティ、スパやトリートメントといっ
たリラクゼーション、⾷事等が挙げられます。 
 これらの要素が互いに連携し、共通の⽬標を持ってウエルネスシティ構想に取組むこと
で、相乗効果が期待できます。 

 
 
 

ウェルネスプログラムを構成する要素（⼀例）  

 
 

 

 

 

室⼾市
ウエルネスシティ

海岸
ウォーキング

ストレッチ
・ヨガ

スパ・
温浴施設

⾷

トリートメント
・マッサージ

ジオパーク

宿泊
※観光客向け

⾃然環境

サイクリング

ヘルステック

癒し

空海
悟りの地
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5. ターゲットごとのアプローチ整理 
 第３章３項で挙げた課題の中で、既存事業への参加者に偏りが⾒られたことから、市⺠
の嗜好や特性に合わせたアプローチを検討するため、「⾝体の健康への関⼼の⾼さ」「運
動習慣の有無」の⼆つの指標で参加者を分類し、ターゲットごとのアプローチ⽅針を整理
しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾝体の健康への
関⼼が⾼い

運動習慣
あり

運動習慣
なし

ウェルネスプログラムへの
参加率が⾼いリピーター層

健康への関⼼はあるが
運動習慣に結びついていない層

運動の必要性を感じていない層 健康効果以外の理由で
運動を⽣活に取り込んでいる層

若年層を中⼼に、健康への関⼼が低いため
運動の必要性を感じておらず、運動習慣がない

あまり数は多くないと推察されるが、ストレス発散や
仲間とのコミュニケーション等を⽬的に運動している

きっかけがない、あるいは何らかの事情により
運動を習慣化できていない

既存施策への参加率が⾼く、今後も
ウェルネスプログラムへの参加が期待できる

⾝体の健康への
関⼼が低い
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①【⾝体の健康への関⼼：⾼】×【運動習慣：有】 
  ウェルネスプログラムへの参加率が⾼いリピーター層 
 
 むろと健康づくりとことこ事業等の既存プログラムへの参加率が⾼く、今後ウェルネス
プログラムを展開する際にも参加が期待されます。既存事業との接点があるため、プログ
ラム開始時の周知も⽐較的容易であり、他の層より先⾏してプログラムを実践する、いわ
ば旗振り役となっていただきたい存在です。 
 
アプローチ⽅針 
- インセンティブの提供 
- モチベーションを維持できる仕掛け 
 
 
②【⾝体の健康への関⼼：⾼】×【運動習慣：無】 
  健康への関⼼はあるが運動習慣に結びついていない層 
 
 健康に対する関⼼は持っているが、健康プログラム等に参加するきっかけがない、ある
いは仕事や家庭といった何らかの要因により運動を習慣化できていない⼈は、年代を問わ
ず多いのではないでしょうか。この層は、きっかけさえあればウェルネスプログラムに参
加してくれる可能性が⽐較的⾼く、もっとも参加を促しやすい層と⾔えます。 
 
アプローチ⽅針 
- きっかけの提供 
- 参加ハードルを下げる仕組み 
- インセンティブの提供 
 
 
③【⾝体の健康への関⼼：低】×【運動習慣：有】 
  健康効果以外の理由で運動を⽣活に取り込んでいる層 
 
 あまり数は多くないと推察されますが、⾝体への健康効果以外の理由、たとえばストレ
ス発散やリフレッシュといった⼼の健康への効果や、仲間とのコミュニケーション等を主
⽬的として、定期的な運動を⾏なっている層です。運動習慣があるため健康リスクは⽐較
的少ないですが、ウェルネスプログラムに参加してもらうことで、産業としての盛り上が
りが期待されます。 
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アプローチ⽅針 
- 健康効果に関するエビデンスの提⽰ 
- 「⾝体の健康」以外のベネフィット提供（コミュニティ形成等） 
 
 
④【⾝体の健康への関⼼：低】×【運動習慣：無】 
  運動の必要性を感じていない層 
 
 ⾝体の健康への関⼼が低く、そもそも運動の必要性を感じていない⼈や、健康の優先度
が低いために運動習慣がない⼈は、若年層を中⼼に⼀定数存在すると考えられます。プロ
グラム参加には時間がかかるかもしれませんが、ウエルネスシティとして市全体で取組ん
でいくためには、決して置き去りにしてはいけない層です。 
 
アプローチ⽅針 
- プログラム・サービス提供者としての関与（産業として関わりしろを増やす） 
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ターゲットごとのアプローチ⽅針 

ターゲットの
分 類 

【上：健康への関⼼】
× 

【下：運動習慣】 

アプローチ⽅針 
具体施策 

内 容 
該当 
施策 

健康への関⼼ 
⾼ い 

× 
運動習慣 
有 り 

Ø インセンティブの提供 
Ø モチベーションを維持できる仕掛

け 

健康ポイント事業の実施 2-2 

優秀者への表彰制度の確⽴ 2-2 

健康への関⼼ 
⾼ い 

× 
運動習慣 
無 し 

Ø きっかけの提供 
Ø 参加ハードルを下げる仕組み 
Ø インセンティブの提供 

健康ポイント事業の実施 2-2 

市⺠向けプログラム体験会の開
催 

2-1 

健康への関⼼ 
低 い 

× 
運動習慣 
有 り 

Ø 健康効果に関するエビデンスの提
⽰ 

Ø 「⾝体の健康」以外のベネフィッ
ト提供（コミュニティ形成等） 

エビデンスの取得 1-3 

産官学の連携 3-2 

健康への関⼼ 
低 い 

× 
運動習慣 
無 し 

Ø プログラム・サービス提供者とし
ての関与（産業として関わりしろ
を増やす） 
 

ウェルネスツーリズムの担い⼿
としての連携 

次章 
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6. 具体施策 
 前項で整理したターゲットごとのアプローチに加えて、全ターゲットに共通する課題に
対しての施策も加えて、３の⽅針、９の個別施策を次のように定めます。なお、ウェルネ
ス事業の中核施設として「シレストむろと」を活⽤しながら、施策を展開していきます。 
 

基本⽅針１ 室⼾ならではのウェルネスプログラムの確⽴ 

個別施策   （１）プログラムの確⽴と認証制度への取組 
       （２）⾷による健康の増進 
       （３）エビデンスの取得 
 

基本⽅針２ ウェルネスプログラムの認知拡⼤ 

個別施策   （１）市⺠向けプログラム体験会の開催 
       （２）健康ポイント事業の実施 
       （３）PRツールの制作 
       （４）ウエルネスシティとしての外部発信 
 

基本⽅針３ ウェルネス事業を推進するネットワークの構築 

個別施策   （１）関連事業者や⼈材のネットワーク化 
       （２）産官学の連携 
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基本⽅針１  室⼾ならではのウェルネスプログラムの確⽴  

 独特の地形や⾃然環境、⽂化的資源等の地域資源を活かし、市⺠の健康づくりに貢献す
るプログラムを整備することで、⼼⾝の健康を満たすとともに、市⺠の地域への愛着を⾼
め、⼈々が⽣きがいを感じ、安⼼安全で豊かな⽣活を送れるまちづくりを実現します。 
 

施 策 １  プログラムの確⽴と認証制度への取組 

取 組 内 容 

 ⼼⾝の健康づくりに寄与するプログラム（運動や⾷事、スパ、笑いに
よる健康等）や施設、それを提供する⼈材と連携し、室⼾ならではの 
ウェルネスプログラムとして整備します。 
 また、それぞれが共通の⽬標を持ってウエルネスシティ構想に取り組
むため、室⼾独⾃のウェルネス認証制度の整備を検討します。⼀定の条
件を満たす施設や⼈材を「室⼾ウェルネス（仮称）」として認証するこ
とで、品質を保持するとともに、ウエルネスシティとしてのブランド価
値向上を図ります。 
 
◉ 認証条件の内容（例） 
・療法や市場動向といったウェルネスに関連する基礎知識を学ぶ共通講
座の受講 
・室⼾ならではの資源を活⽤したプログラムの提供 
・環境に配慮したプラスワンアクション 
・安全管理の徹底 等 
 

なお、市⺠向けだけでなく、室⼾市に来訪する観光客向けのプログラ
ムを活⽤し、ガイド⼈材やアクティビティを共有することで、リソース
の効率化を図ります。 

主   体 
地域医療対策課・保健介護課 
観光ジオパーク推進課 

既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 
・ウェルネスプログラムの数 
・ウェルネス認証制度の認証数 
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「室⼾ウェルネス施設／⼈材（仮称）」認証制度イメージ
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施 策 ２  ⾷による健康の増進 

取 組 内 容 

 市内の飲⾷事業者やスーパーマーケット等の⺠間事業者と連携し、健
康⾷についての研修や⼩中⾼校向け調理実習セミナー等を⾏い、市⺠の
健康を共に考え、市⺠の健康増進に取組みます。 
 また市内飲⾷店と連携して、栄養バランスや地産⾷材の使⽤等に配慮
したオリジナルヘルシーメニューを開発し、市⺠の健康意識に「気付
き」をもたらし、⽇常の⾏動変容を促します。 

主   体 保健介護課 

既に動き始
め て い る 取
組・事業等  

・世界⼀健康づくりが楽しめるまちづくりプロジェクト（令和 2 年〜） 
 株式会社タニタの管理栄養⼠による監修で、市内 4 店舗と連携して、
カロリーや塩分量・噛みごたえ等を意識したオリジナルヘルシーメニュ
ーを開発。令和 5（2023）年 1⽉現在では 1店舗のみでの提供。 

評 価 指 標 
・⾷育セミナー前後での意識変化 
・オリジナルヘルシーメニューを提供する飲⾷店数および提供⾷数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「世界⼀健康づくりが楽しめるまちづくりプロジェクト」で開発した 
オリジナルヘルシーメニュー 
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施 策 ３  エビデンスの取得 

取 組 内 容 

 ウェルネスプログラムがもたらす⼼⾝への健康効果を可視化し、プロ
グラムの価値を⾼めるとともに、⾮参加者の関⼼を⾼め、健康意欲層の
底上げを図ります。 
 
◉取得するエビデンスの例 
・既往研究の収集および分析 
・海岸線を歩くことによる⾝体の健康変化 
・ウェルネスプログラムによるメンタルヘルス改善効果 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 
・エビデンスの取得有無 
・ウェルネスプログラムへの参加のきっかけ 

 

 
エビデンス取得とプログラム紹介の例 

（公益社団法⼈国⼟緑化推進機構・株式会社さとゆめ「森林サービス産業」パンフレットより） 
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基本⽅針２  ウェルネスプログラムの認知拡⼤  

 各種施策を通して、市内外で「ウエルネスシティ」としての認知を広げ、ウェルネスプ
ログラムの参加者を増やし、市⺠の健康増進や地域への愛着向上を図るだけでなく、市外
に対して室⼾の地域資源そのものの認知度向上にも貢献していきます。 
 

施 策 １  市⺠向けプログラム体験会の開催 

取 組 内 容 

 ウェルネスプログラムの認知拡⼤を図るため、市⺠向けのプログラム
体験会を開催します。タラソテラピーロードを活⽤したウォーキング
や、屋外広場でのヨガやストレッチ体験、オリジナルヘルシーメニュー
の試⾷等を⾏います。 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 
・プログラム体験会の参加⼈数 
・市⺠のウェルネスプログラム認知度 

 
 

 
タラソテラピーウォーク体験会のイメージ 

（千葉県南房総市「癒しの森のセラピーウォーキング」プログラムHPより） 
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施 策 ２  健康ポイント事業の実施 

取 組 内 容 

 健康ポイントアプリを活⽤し、歩数やプログラムの参加数に応じてポ
イントが貯まる健康ポイント事業を実施します。またアプリと市内数カ
所に設置する計測スポットを連携し、健康データを蓄積します。 
 市⺠⼀⼈ひとりの体を「はかる」→「わかる」→「気づく」→「かわ
る」と「⾒える化」することにより、健康意識を⾼め、健康増進のモチ
ベーションを維持し、楽しみながら継続できる健康づくりの仕組みを構
築します。 

主   体 保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

・健康プログラム（とことこ事業） 
・健幸ポイント事業（とことこポイント事業） 

評 価 指 標 
・健康ポイント事業の参加者数 
・参加者の運動頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康ポイントアプリを活⽤した健幸ポイント事業 
（室⼾市保健介護課「とことこポイント事業」） 
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施 策 ３  PR ツールの制作 

取 組 内 容 

 ウェルネスプログラムやウエルネスシティ構想⾃体の認知拡⼤のた
め、主に健康への関⼼が低い層をターゲットに、市⺠向け PRツールを制
作します。 
 
◉ 制作する PRツールの例 
・ウエルネスシティ事業全体のパンフレット、WEBサイト 
・関連施設でのポスター掲⽰ 
・ウェルネスプログラムのパンフレット 
・ウォーキングマップ 
・ウォーキングコースへの看板設置 
・ウェルネス認証制度の認証シール   等 
 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・PRツールの件数 
 

 パンフレット・ウォーキングマップ制作イメージ 
（⻑野県信濃町「癒しの森事業」森林セラピーガイドブックより） 

 
 
 



34 

 

施 策 ４  ウエルネスシティとしての外部発信 

取 組 内 容 

 市外への発信を積極的に⾏うことで、ウエルネスシティとしてのブラ
ンド⼒を⾼め、他地域との差別化を図り、地域に愛される事業へと育て
ていくことを⽬指します。 
 
◉ 外部発信の例 
・各種メディアとの連携 
・WEBポータルサイトの制作 
・市外へのパンフレットの配架 
・関連施設でのポスター掲⽰   等 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・外部発信件数 

 

 

 

 

 

 

 

WEB ポータルサイト制作イメージ 
（⻑野県信濃町「癒しの森事業」公式HPより） 
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基本⽅針３  ウェルネス事業を推進するネットワークの構築  

 地域住⺠、地域事業者、⾏政が⼀体となって事業を推進するため、ウェルネス事業を推
進するネットワークを構築し、点での活動を線に、そして⾯的に展開していきます。 
 

施 策 １  関連事業者や⼈材のネットワーク化 

取 組 内 容 

 ウエルネスシティ構想の賛同者を増やし、横の繋がりを強めていくた
め、ウェルネス事業に関⼼のある事業者や個⼈が参加する推進委員会等
のコミュニティを形成し、事業内容のブラッシュアップや連携、情報共
有等を定期的に⾏ないます。 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・推進委員会等のコミュニティへの参加者 

 

関連事業者や個⼈が参加するワークショップ開催イメージ 
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施 策 ２  産官学の連携 

取 組 内 容 

 取組を複合的に展開し、ウエルネスシティ構想を全国的にも優良なモ
デルケースとしていくため、産官学の連携を強化し、実証実験やモニタ
ーツアーの実施、テクノロジーを課題解決に活かすヘルステックの推進
等を⾏なっていきます。 

主   体 地域医療対策課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

・SAWACHI 型健康社会共創拠点事業 
・⾼知⼤学との連携 

評 価 指 標 ・連携事業者、団体数 
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第 4 章 ウェルネス資源を活かした観光地づくり 

1. 施策⽴案の⽅法 
本施策の策定にあたって、⽂献及びアンケート調査による基礎資料の分析を⾏ない、室

⼾観光の現状把握と課題の洗い出しを⾏ないました。 
またウェルネスツーリズムの具体的なアクションの創出に繋げるため、関係事業者によ

る参加型のワークショップをもとに、現場が感じる課題やアイディアを収集し、実現性の
⾼い施策を整理しました。ワークショップ詳細についてはp38を参照のこと。 
 

なお現状及び課題分析や施策の⽅向性検討にあたっては、マーケティング⼿法の⼀つで
あるSWOT分析を活⽤した情報の把握整理を⾏ないました。 

 
 

SWOT分析は、内部環境や外部環境、プラス要因やマイナス要因を、「強み」「弱み」
「機会」「脅威」の４つのカテゴリーに要因分析し、資源や今後の⽅向性について最適活
⽤を図る策定⽅法の⼀つです。詳細についてはp52を参照のこと。 
 

⽂献調査内容 

- 観光に関する動向 
- 健康・福祉に関する動向 
- 環境に関する動向 
- 地域に関するターゲティング 
- 性・年代に関するターゲティング 
- 旅⾏⽬的に関するターゲティング 
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アンケート調査概要 

室⼾市に来訪しうるターゲット層の体験ニーズ等を検討する際の基礎資料 
- 調査⽅法 オンライン定量調査 
- 調査期間 令和 4（2022）年 12⽉22⽇〜12⽉26⽇ 
- サンプル数 2400s 
- 設問数 20 問 
- 調査対象 
・ 東京 23区在住の 20-69歳男⼥個⼈ 
・関⻄圏（⼤阪・兵庫）在住の 20-69歳男⼥個⼈ 
・⾼知県在住の 20-69歳男⼥個⼈ 
・その他四国（⾹川・愛媛・徳島）在住の 20-69歳男⼥個⼈ 

 

ワークショップ実施概要 

- ⽬的 
・ 基本構想の策定にあたり、ターゲットを明確にし、同エリアで提供する健康志向

の要素を備えた滞在型ウェルネスツーリズムに室⼾市ならではの物語を設定する
ため。 

・ 観光関連事業者や各種体験プログラム提供者等、さまざまな⾓度からの意⾒を踏
まえたプログラム案を策定するとともに、ワークショップ参加者が主体的に全体
企画に参画することで、今後の事業推進に向けた体制を強固にするため。 

 
- 内容 
⼿法としては、「物語マーケティング」を採⽤。設定した主⼈公（ターゲット）が 
“ある商品・サービス” を介して成⻑するストーリーを策定し、実際の商品・サービス
開発に応⽤する⼿法で、⼤⼿企業の商品開発でも導⼊されている⼿法です。実際にど
のようなターゲットに対して、どのようにサービスを提供するかについて、検討しま
した。 

 
第 1 回：物語づくり（ターゲット像とストーリーの抽出） 

具体的なターゲット像に対し、どんな体験を届けることで変化を⽣み出していくの 
か、参加者が⾃分たちの仮説を持てる状態にしていく。 

第 2 回：MAP・年表づくり（体験の具体化） 
第 1 回で設定したターゲットに対し、どのサービスをどこで展開するのか検討し、 
実現に向けた年表を作ることでイメージをより鮮明にしていく。 

第 3 回：事業計画づくり（事業実現に向けた課題と役割の整理） 
物語からアクションプランに落とし込んでいけるように、具体的なプラン・⾏程を 
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作成することで、プログラムを実現する際の課題やコストを明らかにし、推進体制を整
理する。 

 
- ⽇時 
第１回 令和 4（2022）年 10 ⽉ 24 ⽇（⽉）18:30-20:30 
第２回 令和 4（2022）年 11 ⽉ 24 ⽇  (⽊)   18:30-20:30 
第 3 回 令和 4（2022）年 12 ⽉ 22⽇（⽊）18:30-20:30 

 
- 参加者 

観光関連事業者、地域関係者、地域ガイド等、事業化フェーズで当事者として参画し
ていただける可能性がある事業者 15名程度 
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２．現状と課題  

（１）観光に関する動向 

① 内部環境：室⼾市のウエルネスシティに関する資源・動向 

室⼾観光⼊込客数の推移 
室⼾市観光⼊込客数の詳細をみると、新型コロナウイルス感染症拡⼤前の 2018 年は約
66 万⼈でしたが、その後は感染拡⼤に伴い、2021 年は約 24 万⼈と半分以下に減少しま
した。 

 

⽇帰り・宿泊別⼊込客数の推移 
宿泊客数の詳細をみると、2021 年は⽇帰り客が約 21 万⼈に対し、宿泊客は約 3 万⼈

と、宿泊を伴う観光客が少ないことがわかります。滞在時間が短いことが課題となってい
ます。 
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各観光関連施設⼊込客数の推移 
各観光関連施設⼊込客数の詳細をみると、「キラメッセ室⼾楽市」が最も多く、毎年約
20 万⼈程度が訪れており、「むろと廃校⽔族館」の開業以降は２番⽬に多くの観光客が
訪れています。他「室⼾世界ジオパークセンター」「シレストむろと」「室⼾ドルフィン
センター」にも観光客が集まっていることがわかります。 

 

 

⽬的別観光⼊込客数の推移 
室⼾市に訪れる観光客を「⼀般観光」と「宗教観光」に分けて⽐較すると、どちらも新
型コロナウイルス感染症の影響で観光⼊込客数は減っているものの、「宗教観光」で訪れ
る観光客は毎年「⼀般観光」のおよそ 3分の 1程度となっていることがわかります。「宗
教観光」に関連するスポットとしては、空海ゆかりの地である御蔵洞をはじめ、室⼾三⼭
があります。 
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② 外部環境：世の中のトレンドに関する動向・資源 

訪⽇外国⼈旅⾏者の動向 
次に海外旅⾏したい国・地域を質問する調査では、2021 年、アジア及び欧⽶豪居住者
１位は「⽇本」でした。第 1 回調査時の 2020 年と⽐べて下がってはいるものの、アジア
居住者グラフでは２位の「韓国」と 20％以上の差があります。 

 

 
 
 また JTBが 2023年の旅⾏動向の⾒通しをまとめたところ、訪⽇外国⼈客数は 2,110万
⼈(前年⽐ 550.6%、2019年⽐ 66.2％)と推計しました。 2022年 10⽉の⽇本への⼊国規制
の緩和以降、出国に関する規制緩和が先⾏している韓国、タイ、シンガポールなどからの
訪⽇客が増加し、急回復が期待されます。 
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コト消費の動向 
平成 29 年版消費者⽩書は、近年において購⼊したモノやサービスを使ってどのような
経験・体験をするかという「コト消費」に、消費者の関⼼が置かれるようになっているこ
とを指摘しています。同調査では、その背景の⼀つとして、情報化の進展によりデジタル 
化されたコンテンツが容易に⼊⼿可能になったことによるモノを所有することの意義の低
下、デジタル化されていない情報やコンテンツの価値の相対的な⾼まりがあることを指摘
しています。このような「コト消費」の傾向をみると、スポーツ観戦・映画・コンサート
鑑賞といった「コト消費」について、お⾦を掛けていると回答した⼈の割合は、24 歳ま
での若年層で⾼くなっています。 
同様の傾向は、訪⽇外国⼈旅⾏者にも当てはまります。観光庁によれば、訪⽇前に⽇本

に期待するものとして「地⽅型コト消費」が年々拡⼤しており、実際に訪れたインバウン
ド客がした⾏動でも「⾃然体験ツアー・農⼭漁村体験」が 3 位に⼊っているなど、地域で
の体験に対するインバウンド客の需要があることを⽰しています。 

 

 

（２）健康・福祉に関する動向 

① 内部環境：室⼾市のウエルネスシティに関する資源・動向 

⾼齢化による⼈⼝減少の推移 
2019 年版『室⼾市 まち・ひと・しごと創⽣総合戦略」の３区分別⼈⼝および構成⽐の
数位と推計をみると、少⼦⾼齢化が顕著であることがわかります。「０歳〜14 歳」の年
少⼈⼝は 1980 年〜2020 年の 30 年間で約 5,800 ⼈から約 800 ⼈と減少し、構成⽐は 10%
以下となっています。⼀⽅で、「65 歳以上」の⽼年⼈⼝は 30 年間で約 3,200 ⼈から約
5,800 ⼈と増加し、構成⽐は 50%を超える数値となっています。 
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外国⼈遍路の動向 

「お遍路（四国遍路）」とは、約 1200年前に弘法⼤師（空海）が修⾏した 88の霊場を
たどる巡礼のことで、お遍路する⼈のことを「お遍路さん」と呼びます。巡礼の旅は徳島
からはじまり、⾼知、愛媛、⾹川の順にめぐるもので、世界的にも珍しい「回遊型」の参
拝ルートが特徴です。その道のりは約 1400km にも及び、すべての札所を巡拝することで
願いが叶い、弘法⼤師の功徳を得られるといわれています。近年は参拝する⽬的も多様化
していて、健康祈願や近親者の供養、健康増進だけではなく、⾃分⾃⾝を⾒つめるなど精
神の健康のためにめぐる⼈も増えています。室⼾エリアは 24 番「最御崎寺」25 番「津照
寺」26番「⾦剛頂寺」の札所があり、室⼾三⼭と呼ばれています。 
巡礼者数の動向（10 年前との⽐較）の詳細をみると、外国⼈遍路については、「⼤幅

に増えている」61.4％、 「少し増えている」31.8％で、合わせて「増加」が９割強を占め
ています。外国⼈歩き遍路の推移をみると、2007 年に 44 ⼈だったものが、2017 年には
416 ⼈へと 10 倍に増えており、歩き遍路に占める外国⼈の⽐率は 16.6％にまで上昇して
います。 
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巡礼者の年代構成は 20 代及び 70 代は少なく、⽐較的多い 60 代は退職後にゆっくり訪

⽇するケースが多くみられます。現役世代で極端な偏りはみられませんが、転職のタイミ
ングなど、⻑期休暇が取りやすい時期に来訪するケースもみられます。 

また四国遍路を知ったきっかけとしては、家族・友⼈・知⼈からの紹介が最も多く、⼝
コミで四国遍路の評価が広がっていることが読み取れます。 次いで多い「ネット検索」
では、巡礼以外にトレッキング・ハイキング等のキーワード検索から知ったという⼈もお
り、歩き旅の⼀形態として、四国遍路の情報が拡散していることもうかがえます。 
書籍から情報を得た外国⼈遍路も選択率が⾼い傾向でした。そのほか、禅・居合道・空
⼿などのレッスンを⺟国で受けてきた⼈たちが⽇本に興味を持ち、⽇本の⽂化・宗教など
の根底にあるものを調べていくうちに四国遍路にたどり着いたケースもありました。 
 

 
 
四国遍路に対する期待度を分野別にみると、「⽇本の⽂化・歴史」「⼈々との交流」が

上位にきており、「お接待という地域の⼈々との交流を包含する四国の⽂化・歴史」に対
する関⼼が⾼い傾向にあります。次いで「⾃⼰発⾒・精神修⾏」「信仰・祈願」「観光・
⾃然体験」が僅差で上位にあり、外国⼈が四国遍路に期待することの多⾯性がうかがえま



46 

 

す。満⾜度の内訳を⾒ると、「⽇本の⽂化・歴史」が最も⾼いが、「観光・⾃然体験」も
⾼い選択率で、「⾮常に⾼い」「⾼い」の合計では「⽇本の⽂化・歴史」の評価を上回っ
ていました。この点は、四国の「観光・⾃然体験」の潜在⼒の⾼さを物語るものであり、
PR をより充実させることで変化する可能性があります。体験前の期待度が⾼かった
「⼈々との交流」「⾃⼰発⾒・精神修⾏」についても、満⾜度は⾼い選択率でした。 

 
 
②外部環境：世の中のトレンドに関する動向・資源 

健康意識の変化 
新型コロナウイルス感染拡⼤前と 2021 年での健康意識の変化は「健康意識が⾼まった」

と回答した⼈が最も多く 39.8%、次いで「病気を予防することが⼤切だと(⼀層)思うよう
になった」と回答した⼈が 34.2%でした。 きっかけについて詳細をみると、「健康意識が
⾼まったから」と回答した⼈は 68.1%、「普段から健康管理が⼤切だと思ったから」と回
答した⼈は 58.9%でした。その他 2〜3 割の⼈が、新型コロナウイルスに起因すると考え
られる⽣活の変化をきっかけとして回答しています。 
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また 2020 年時「コロナ禍で何かしら体調に変化があった」と回答した⼈は 73.8%でし
た。体調変化の内容を全体と男⼥別で調査すると、「太った」と回答した⼈が 1 番多く、
次いで２番⽬が「ストレス」で全体でも 33.1％でした。コロナ禍を経て、⾝体の変化はも
ちろん⼼の健康に関してもマイナスな変化が出ていることがわかります。今後は⼼⾝の健
康づくりという観点からもアプローチする必要があります。 
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メンタルヘルス 
新型コロナウイルス感染拡⼤の影響により、テレワークを導⼊している企業の⼈事担当

者に、テレワーク導⼊後の「従業員のメンタルの不調が増加した」かどうかを質問するア
ンケートでは、全体の 59.8%が「従業員のメンタル不調を実感している」という結果が出
ました。従業員向けのメンタルヘルスケア対策の実施状況については、91%の⼈事担当者
が「メンタルヘルスケアについて前向きである」ことがわかりました。今後は個⼈向けに
もメンタルヘルスを取り⼊れたコンテンツが有効であると考えられます。 

 

（３）環境に関する動向 

① 内部環境：室⼾市のウエルネスシティに関する資源・動向 

旅⾏⽬的の動向 
室⼾岬に旅⾏へ訪れる⽬的として「⾃然⾒物・町歩き」が最も⾼く 22%、次いで「名所
旧跡・観光施設」が 13%と回答があり、室⼾市の⾃然や空海ゆかりの地を訪れていること
がわかります。 

 

91％がメンタルヘルス対策に前向き 
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室⼾海洋深層⽔を活⽤した取組 

室⼾海洋深層⽔は、はるか北⼤⻄洋北部・グリーンランド沖の海から⼆千年かけて室⼾
沖に湧き上がってくると⾔われる海⽔を、室⼾岬沖の⽔深 374m で取⽔したもののことを
指します。海洋汚染の少ない深海で地球規模の時間を経過した海洋深層⽔は、⽣命活動に
⽋かせない無機栄養塩が多く含まれ（無機富栄養素）、陸⽔や⼤気からの化学物質の汚染
にさらされる機会が極めて少なく（清浄性）、周年に渡り温度の変化が少ない（低温安定
性）海⽔です。また、⽔圧 30 気圧以上で⻑い年⽉を経て熟成された海⽔であるため（熟
成性）、多くの有益価値を秘めた海洋資源としても注⽬されています。 

室⼾海洋深層⽔を活かしたミネラルウォーターをはじめ、現在では県内外 110社を超え
る企業が、室⼾海洋深層⽔ブランドの商品を開発・販売をしています。 

 
（左）室⼾深層海洋⽔アクア・ファーム（右）深層海洋⽔を使った商品 

 
室⼾世界ジオパークセンターの活動 

2011 年 9⽉ 18⽇に、国内では 5件⽬の世界ジオパークとして室⼾市全域が選ばれまし
た。室⼾世界ジオパークセンターでは、各地でダイナミックな⾃然と共⽣してきた歴史、
⽣活⽂化、⾷⽂化に触れ、⾒知ることができます。室⼾世界ジオパークセンターでは、室
⼾市内に存在する地質遺産を保護・研究・観光に活⽤し、教育や地域社会に貢献すること
を⽬的とし、映像や展⽰で室⼾の⼤地の成り⽴ち、⾃然や歴史、⽂化を知ることができま
す。 

またジオパークと深く関わる「ジオツーリズム」は、地域資源（地質遺産、⾃然遺産、
⽂化遺産)を破壊せず守りながら、それらを活⽤してツーリズムを発展させる、持続可能
（サステナブル）な観光の形を指します。室⼾でのジオツーリズムの特徴は、室⼾岬や佐
喜浜、吉良川と複数エリアにガイドがいること、地質・⽂化・⾃然等の複数要素が絡み合
ったプログラムがあることです。※4 
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※4 「ユネスコ世界ジオパーク冊⼦」より抜粋 

② 外部環境：世の中のトレンドに関する動向・資源 

サステナビリティ 
サステナビリティは、「持続可能性」を意味する⾔葉です。サステナビリティの概念が
広まり始めたのは、1992 年リオデジャネイロで開催された「地球サミット」で、2015 年
に採択された SDGs（持続可能な開発計画）にも繋がっています。また新型コロナウイル
ス感染拡⼤をきっかけに、ライフスタイルを⾒直していく中で、サステナビリティに対す
る意識に変化がありました。旅⾏に対しても同様で、⽇本の旅⾏者の 82%が「旅⾏におい
て、サステナビリティが⾮常に重要だ」、42％は「新型コロナウイルス感染症の影響で、
よりサステナブルな旅⾏を望むようになった」と回答しました。この結果から、再び安全
かつ⾃由に旅⾏が楽しめる⽇が来た時には、より環境に配慮したサステナブルな旅⾏への
需要が⾼まっていくことが予想されます。 

 

 
 
ウェルビーイング・ウェルネスツーリズムの需要の⾼まり 

ウェルビーイングとは、1947 年に WHO 憲章において「⾝体的、精神的、社会的に良
好な状態」を意味し、よい健康状態の概念として⽤いられたことに端を発するもので、現
在では「⼀時的なものではない持続的な幸せ」を⽰す概念として理解されています。概念
として有名なものに「PERMA」という指標があり、5 つの要素を満たしていると幸せで
あるとされています。こうしたウェルビーイングの概念は、2021 年の世界経済フォーラ
ム年次総会や OECD の提⽰する「教育 2030」の中でその重要性が指摘される等、世界で
注⽬されるキーワードの⼀つとなっています。 
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また観光分野においては、癒しや健康増進を求める旅⾏形態を特に「ウェルネスツーリ
ズム」としており、運動や健康的な⾷事、リラクゼーションなどが主な構成要素とされて
います。世界市場規模は 2021年の 7,185億⽶ドルから、2026年には約 1兆 984億⽶ドル
に達する⾒込みが⽰されています。2020 年以降の国内における新型コロナウイルス感染
症の流⾏以降、⼈々の健康志向が⾼まるとともに、移動の⾃粛などによる⽣活への制限を
背景に、温泉等の保養地の根強い需要や⾃然観光地への訪問を希求する動きがみられるな
ど、ウェルネスツーリズムの⼟壌ができていると捉えられます。 
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３．SWOT 分析 
前項までで整理した内部環境や外部環境、プラス要因やマイナス要因を、室⼾市が持つ

資源・特徴で⽬標達成に⼤きく貢献しうるもの（強み）、室⼾市が持つ資源・特徴で⽬標
達成の妨げとなりうるもの（弱み）、室⼾市の成⻑に⼤きく貢献しうるもの（機会）、室
⼾市の成⻑の妨げとなりうるもの（脅威）の４つに分類し、資源や今後の⽅向性について
整理しました。 

   室⼾市の SWOT分析 

 
 
 
また「強み」「弱み」と「機会」「脅威」をそれぞれ掛け合わせ、現状の理解を戦略に
落とし込みました。掛け合わせる項⽬によって、それぞれ策定する戦略に向き不向きがあ
ります。 
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①強み×機会（積極化戦略） 
室⼾世界ジオパークセンターや空海ゆかりの地、お遍路など室⼾ならではの強みと、近 
年需要が⾼まっているウェルネスやサステナビリティといった成⻑機会になる要素を掛け
合わせていきます。 
 
②強み×脅威（差別化戦略） 
今後さらに加速化する⼈⼝減少による国内市場の縮⼩と地域消費、⽣産の活⼒減退の脅
威を切り抜けるために、室⼾が有する世界的にも認知のある資源を国外に向けて PR して
いきます。 
 
③弱み×機会（改善戦略） 
新型コロナウイルス感染症の影響から健康に対する意識が変化した機会を活かし、「健

康」に関する室⼾海洋深層⽔をはじめとする商品やアクティビティを強化していくことで、
室⼾の弱みでもある通過型観光から観光消費・滞在時間を増やす施策を検討していきます。 
 
④弱み×脅威（撤退戦略） 

室⼾市内の⾼齢化と⼈⼝減少による産業の担い⼿不⾜を切り抜けるために、観光施設の
運営、情報発信等における DX化を推進する施策を検討していきます。 
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４．ターゲティング 

（１）地域に関するターゲティング

① ⽂献調査から得られた⽰唆 

宿泊客数と来訪県の⽐較 
室⼾市への宿泊者客数と上位来訪者県のグラフの詳細をみると、新型コロナウイルス感
染拡⼤前である 2018 年は「東京都」が最も⾼く 13.50%で、次に「⼤阪府」「兵庫県」
「神奈川県」「京都府」と続いています。⼀⽅で、2021 年は「⼤阪府」が最も多く
24.42%となっており、室⼾市宿泊者の約 4分の１の割合となっています。次に「⾼知県」
「兵庫県」「愛媛県」「東京都」と続いています。この結果から、コロナ前後で来訪県は
関東・関⻄の主要都市から、室⼾市へアクセスしやすい⼤阪や兵庫の関⻄圏と四国地⽅中
⼼に変化していることがわかります。また来訪県上位５県の割合が、コロナ前は約 48%に
対し、コロナ後は約 64%と変化し、ある程度決まった県から宿泊していることがわかりま
す。 
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訪⽇外国⼈旅⾏者における四国の認知度 
アジア全体での認知度は、「四国」エリアは認知度 19.2%、「⾼知」エリアに関しては
9.9%でした。⼀⽅で、欧⽶豪全体での認知度は「四国」5.6%、「⾼知」4.8%と低く、⼗
分に知られていない状況がうかがえます。 

「⾼知」エリアのみで詳細をみてみると、「台湾」が他四国エリアと⽐べて最も⾼く
25.5%でした。また欧⽶豪エリア認知度はどのエリアでも低いですが、「オーストラリア」
6.0%、「イギリス」6.3%は他エリアと⽐べると⾼い傾向でした。 

 
 
滞在⽇数（インバウンド） 

理想の滞在⽇数については、「東アジア」が約 1 週間であるのに対し、「欧⽶豪」は約
2 週間となっており、アジアよりも欧⽶豪の⽅が⻑い傾向がありました。これは観光庁
「訪⽇外国⼈消費動向調査」による⽇本での平均滞在⽇数と⽐較しても、概ね⼀致してい
ることがわかります。今後インバウンド向け滞在プログラムを検討する際は、アジアと欧
⽶豪とエリアによって異なるアプローチを検討する必要があります。 
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訪⽇外国⼈旅⾏者における訪⽇回数の動向 
アジアの四国訪問経験者は、訪⽇「6 回以上」35.3％と訪⽇旅⾏経験者 15.3%の 2 倍以

上に達しています。また訪⽇「4 回以上」で約半数となっていることから、とりわけアジ
アにおいて、四国を訪れる外国⼈旅⾏者は訪⽇リピーターが多いことがうかがえます。欧
⽶豪の四国訪問経験者は、訪⽇リピーターの中でも訪⽇「2,3 回」53.5%と、訪⽇旅⾏経
験者 31.2%より厚くなっている点が特徴的でした。欧⽶豪からの旅⾏者は⽇本での滞在⽇
数が⻑く、時間をかけて広域周遊を⾏うため、訪⽇経験の少ない段階で四国を訪れる⼈が
多い可能性があります。 
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② アンケート調査から得られた⽰唆 

体験したことがあるアクティビティの動向  
「東京都（23 区）」で「緑道の散歩、ランニング」35.5%、「農業体験（果物狩り等も
含む）」26.9%、「ウォーキング」34%、「サイクリング」22.5%、「登⼭、ハイキング、
トレッキング」32.1%と、平均より選択率が 5％以上⾼く、全体的にみてもアウトドア系
アクティビティ体験の経験率が他地域と⽐べて⾼いことがわかります。 ⼀⽅、「⾼知県」
では、「緑道の散歩、ランニング」22.2%、「ウォーキング」23.2%、「登⼭、ハイキン
グ、トレッキング」16.1%、において、選択率が平均より 5%以上低くなっていました。
さらに「徳島県/⾹川県/愛媛県」では、「お遍路」14.0％が平均の倍以上⾼くなっていま
した。 
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室⼾市に持っているイメージ ※室⼾市を知っている⼈物が対象 

「東京都（23 区）」に関しては、「温泉がある」13.1％ 、「⼀年を通して温暖が気候
である」18.6％、「⽂化・歴史的な建造物がある」15.2％ の選択率が⾼くなっています。
「⾼知県」では「海や⼭など、⾝近に⾃然を楽しめる場所がある」47.3％、「岩礁や断層
など、独特の地形や造形美がある」37.1％ 、「海洋深層⽔がある」43.9%等の⾃然に関す
る項⽬、また「空海ゆかりの地である」「お遍路の札所がある」「地域ならではの⾷があ
る」等、地域の⽂化に関する項⽬の選択率も⾼くなっています。 

 
 
室⼾市への来訪⽬的の動向（３項⽬まで選択）※室⼾市への来訪経験者が対象 

「東京都（23 区）」は他エリアと異なる傾向がみられ、「農業体験」19.2%、「寺社仏
閣めぐり」30.8%、「ウォーキング」19.2%に加え、他エリアの回答ではみられなかった
「タラソテラピー」11.5%、「深海漁体験」11.5%等、多様なアクティビティが幅広い来
訪⽬的となっています。「⾼知県」では「お遍路」20.6%、「ジオパーク巡り」37.4％、
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「ドルフィンタッチ、ドルフィンスイム」46.1%と「ホエールウォッチング」39.4％、な
どで平均よりも選択率が⾼いことがわかります。 

 
 
室⼾市で体験したことあるアクティビティ・体験の動向 ※室⼾市を知っている⼈物対象 

「東京都（23 区）」と「⼤阪府/兵庫県」では平均より選択率が⾼い項⽬が多くなって
います。特に「東京都（23 区）」では「農業体験（果物狩り等も含む）」23.1%、「登⼭、
ハイキング、トレッキング」26.9％、「渓流歩き、川遊び」26.9%、「カヌー、カヤック、
SUP」26.9％といったアウトドア系アクティビティの選択率が特に⾼くなっています。
「徳島県/⾹川県/愛媛県」では「お遍路」16.5％の選択率が TOTAL よりも⾼くなってい
ますが、他はおおむね同程度の選択率となっていました。 

 
 
２〜３⽇程度の旅⾏またはお出かけする際に⽤意する予算の動向（交通費除く） 

「東京都（23区）」と「⼤阪府/兵庫県」はいずれも 4万円以上の予算が全体の 40%弱
となっているものの、「⾼知県」と「徳島県⾹川県/愛媛県」ではいずれも 40%を超える
など、四国内の⽅が⾼額予算の割合が若⼲⾼くなっています。※予算については、⼀⼈あ
たり⾦額ではなく家族単位での予算と誤認されている可能性があります。 
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室⼾市への交通⼿段の動向  

「東京都（23 区）」では「公共交通機関（電⾞＋路線バス等）」31.6% 、「⾶⾏機＋
⾃動⾞」12.3%が多い⼀⽅、「⾃動⾞」11.2%の選択率は低くなっています。「⼤阪府/兵
庫県」も類似した傾向があるが、相対的に「⾃動⾞」51.5%の選択率が「東京都（23 区）」
よりも⾼く、「⾶⾏機＋⾃動⾞」の選択率が⼤幅に低い結果となりました。四国内の 2 エ
リアは、いずれも「⾃動⾞」の選択率が突出して⾼く、「⾼知」87.9%、「徳島県⾹川県
/愛媛県」80.2%となっています。 

 
 

（２）性・年代に関するターゲティング

① ⽂献調査から得られた⽰唆 

旅⾏形態の動向 
室⼾市の延べ宿泊者数の推移を⾒てみると、2019 年は「夫婦」「カップル層」が多か
った⼀⽅、新型コロナウイルス感染拡⼤後の 2021 年は「ひとり」で訪れた⼈が最も多く、
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１万⼈を超えています。全国的にもひとり旅の⼈気は上昇傾向ですが、2019〜2021 年の
上昇率は約 5％であり、室⼾市の増加率は特徴的だとわかります。 

 
 
外国⼈の世代年代別、サステナブルな取組に対する変化 

海外旅⾏の訪問先や宿泊施設を検討する際、Z 世代やミレニアル世代の若年層で「サス
テナブルな取組を重視する」と回答した⼈は約 80%と⾼い割合となっています。特に欧⽶
豪でその傾向が顕著で、世代が上がるのと⽐例して割合が低い回答となりました。 

またサステナブルな取組を重視する理由としては、「環境保全への配慮」と「地域の伝
統⽂化資産の保護継承への貢献」はアジア、欧⽶豪ともに年代が上がるごとに選択率が⾼
い回答となりました。「地域の魅⼒や地元の⼈との交流」の回答はアジアが約 40％と⽐
較的⾼くなっており、地域によってサステナブルに対する考え⽅が異なることがわかりま
す。 
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② アンケート調査から得られた⽰唆 

普段の旅⾏・お出かけに関⼼あるテーマ  
「男性 20〜29歳」では「⾃然、アウトドア」47.6%、「⽂化体験」28.8%、「環境保全、

エコ」16.5%、「サステナビリティ、SDGs」18.2%など、他の性別年代と⽐較して、選択
率が⾼い項⽬が多くなっています。男性の各年代では、「⾃然、アウトドア」の選択率が
約 50%程度と⼥性より⾼い傾向となりました。⼀⽅、「ウェルネス」では⼥性の各年代で
約 30〜45%程度となっており、男性の各年代と⽐較して⾼くなっています。  

 
 
体験したことあるアクティビティの動向 

「スパやマッサージ等のセラピー体験」、「ヨガ」では、男性の各年代でそれぞれ 10%
以下、5%以下となっているのに対し、⼥性ではそれぞれ 10%以上、10%程度と、ウェル
ネス関連のアクティビティの経験率が⾼い回答となりました。 
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普段の旅⾏やお出かけの重視  
「リフレッシュできる」、「ゆっくりと過ごすことができる」について、年代が上がる

につれて選択率が徐々に⾼くなる傾向がみられます。また「⼦どもと⼀緒に体験できる」 
「⼦どもの成⻑につながる」について、⼥性 30〜49歳代の⼦育て世代では 30％以上と選
択率が⾼い傾向にありました。 「地域の⾷（グルメ）を楽しめる」について、男性 20〜
39歳代、⼥性20〜29歳代で選択率が 30%以下となっており、年齢が上がるにつれて選択
率が⾼くなっています。 

 
 
室⼾市への来訪⽬的の動向（３項⽬まで選択）※室⼾市への来訪経験者が対象 

「男性 20〜29 歳」については「緑道の散歩、ランニング」「農業体験」「寺社仏閣巡
り」「キャンプ」など多様な⽬的で来訪しています。 ⼥性のうち 30〜49歳までの各年代
は「ドルフィンタッチ、ドルフィンスイム」の選択率がいずれも 20%を超えています。男
⼥ともに 60〜69 歳では、「まちの歴史・⽂化探訪」「寺社仏閣めぐり」「お遍路」など
の歴史・⽂化に関する選択率が⾼い回答となりました。 

 
 
ウェルネスツーリズムの認知  

「ウェルネスツーリズム」という⾔葉の認知率が⾼いのは「男性 20〜29 歳」34.7%と
なっており、次いで「⼥性 60~69 歳」24.6%、「男性 40~49 歳」21.6%、「⼥性 20〜29
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歳」21.5%となっています。「知っていて、説明できる」に着⽬すると、20~39 歳までの
男性各年代、20~59歳までの⼥性各年代に回答が集中しており、特に若い世代の回答率が
⾼くなっています。 

 
 
室⼾市への交通⼿段の動向  

「男性 20〜29 歳」で「⾃動⾞」の選択率が約 40%と低く、「公共交通機関」の選択率
が約 25%と⾼いという特徴があるものの、30 歳以上の各年代では「⾃動⾞」の選択率は
約 60%となっています。⼥性も 20〜29 歳では「⾃動⾞」の選択率が低くなっていますが、
男性のように 30歳以上の年代で急上昇し、69歳までの年代で 50~63%となっています。 

 
 

（３）旅⾏⽬的に関するターゲティング 

① ⽂献調査から得られた⽰唆 

訪⽇外国⼈旅⾏者が体験したい内容の動向 
訪⽇外国⼈旅⾏者が体験したいものの調査では、新型コロナウイルス流⾏時から「アウ

トドアアクティビティ」の選択率が 10%以上と特に上昇しています。他にも「⾃然や⾵景
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の⾒物」「有名な史跡や歴史的な建築物の⾒物」も選択率が⾼いことがわかり、⽂化や娯
楽施設より⾃然の魅⼒を活かしたコンテンツが有効であることが考えられます。 

 
 
訪⽇外国⼈旅⾏者が四国で体験したい内容の動向 
新型コロナウイルス収束後の訪⽇旅⾏で、四国訪問希望者に対し四国で体験したいこと

を聞いた調査では、アジアでは「⾃然や⾵景の⾒物」、欧⽶豪では「有名な史跡や歴史的
な建築物の⾒学」の割合が、それぞれ最も⾼い傾向でした。四国が有する「⾃然」、「歴
史」、「⽂化」といった資源に加え、「⾷」への期待にも応え、滞在中の満⾜度を⾼める
ことが肝要であると⾔えます。 

 
 

② アンケート調査から得られた⽰唆 

関⼼のあるアクティビティの動向 
「お出かけの関⼼別」に⾒たアクティビティへの関⼼度をみると、「環境保全、エコ」

「サステナビリティ、SDGs」「⽂化体験」「アート」に関⼼がある層は、全てのアクテ
ィビティで TOTAL よりも選択率が⾼く、特に前者 2 項⽬は選択率が⾼いことから、アク
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ティビティに対する潜在的な⾼意欲層といえます。「⾷、グルメ」については、「まちの
歴史、⽂化探訪」「寺社仏閣巡り」「ウォーキング」「渓流歩き、川遊び」「スパやマッ
サージ等のセラピー体験」の選択率が⾼くなっているものの、ほとんどの項⽬で選択率が
低くなっており、相対的に低意欲な層と捉えられます。 

 
 
普段の旅⾏・お出かけで重視する項⽬ 
TOTAL で最も選択率が⾼かったのは「リフレッシュできる」40.8％、次いで「ゆっく

りと過ごすことができる」37.0%、「地域の⾷（グルメ）を楽しめる」35.5%等で、保
養・休養や⾷に関する項⽬の選択率が⾼くなっています。また「お出かけの関⼼別」に⾒
たアクティビティへの関⼼度をみると、「⽂化体験」「環境保全、エコ」「サステナビリ
ティ、SDGｓ」「アート」に関⼼がある層は、「知識を得ることができる」「知的好奇⼼
を刺激される」といった学習系選択肢の選択率が TOTAL より⾼くなっています。「ウェ
ルネス」に関⼼がある層は、全てのカテゴリーの中で「リフレッシュできる」「ゆっくり
と過ごすことができる」、「近くに温泉等があり宿泊ができる」の選択率が最も⾼く、
「地域の⾷（グルメ）を楽しめる」の選択率も⾼くなっています。 

 
 

室⼾市に持っているイメージ 
 TOTALでは「⾃然が豊かである」62.5％が最も選択率が⾼く、次いで「海や⼭など、⾝
近に⾃然を楽しめる場所がある」47.3％、「海洋深層⽔がある」43.9%、「岩礁や断層な
ど、独特の地形や造形美がある」37.1％など、⾃然に関する項⽬の選択率が⾼い傾向があ
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ります。「お出かけの関⼼別」に⾒たアクティビティへの関⼼度をみると、「環境保全、
エコ」「サステナビリティ、SDGs」に関⼼がある層は、他と⽐べて室⼾市に対して多様
なイメージを持っていることがわかります。特にウェルネスに関する項⽬については、
「ウェルネス（⼼⾝の健康）、癒し」に関⼼がある層よりも選択率が⾼いという傾向がみ
られました。「ウェルネス（⼼⾝の健康）、癒し」に関⼼がある層では、「温泉がある」
「⼼が健康になれる町である」「体が健康になれる町である」は 10％程度と、ウェルネ
スに関連するキーワードで認知されていないと考えられます。 

 
 

（４）３つのターゲティングから得られた⽰唆 

① 地域別 

地域：四国 
・ 室⼾市に持っているイメージとして、「海や⼭など、⾝近に⾃然を楽しめる場所があ

る」「岩礁や断層など、独特の地形や造形美がある」「海洋深層⽔がある」などの⾃
然環境はもちろん、「空海ゆかりの地である」「お遍路の札所がある」という歴史・
⽂化的視点も⾼い傾向でした。室⼾の魅⼒は⼗分に認知されていると考えられます。
⼀⽅で、体験したことあるアクティビティが他地域の平均と⽐べ低く、来訪⽬的も
「ジオパーク」や「お遍路」以外の選択率が低いため、県内市場を開拓しきれていな
い可能性があります。物⾒遊⼭だけでなく、実際に体験してもらう仕掛けを今後は検
討していく必要があります。 

・ ２〜３⽇程度の旅⾏またはお出かけする際に⽤意する予算は、50,000 円以上が他県と
⽐べて選択率が⾼い結果でした。また交通⼿段として「⾃動⾞」が⾼い傾向もあるこ
とから、ファミリー層に利⽤されている可能性があり、気軽に来てリフレッシュして
もらえる場としてのコンテンツ開発も検討の余地があります。 

・ 基本的に交通⼿段は⾞ということもあり、室⼾滞在中は移動の価値化も必要となり、
市内に⽴ち寄れるスポットやロードを整備していくことも有効と考えられます。 
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・ 四国他県での「お遍路」に対する認知、体験率が⾮常に⾼いため、お遍路からのリピ
ート客も考えられます。 
 

地域：東京都 
・ 体験したことがあるアクティビティは全体的に選択率が⾼く、なかでもアウトドア系
アクティビティの経験率が他地域と⽐べて⾼いことがわかります。⾼い経験率とあわ
せて、お出かけに⽤意する予算も 50,000円以上が最も⾼く、⾦額は多少⾼くても良質
な体験を求めているのではないかと考えられます。 

・ ⼀⽅で、室⼾市に持っているイメージとして、「温泉がある」「⼀年を通して温暖な
気候である」「⽂化・歴史的な建造物がある」15.2％ の選択率が⾼く、⼀部イメージ
が伝わりきれていない課題もありました。魅⼒さえ伝われば旅⾏先の選択肢になり得
ると考えられるため、まずは認知を拡⼤する取組を実⾏していく必要があります。 

・ 交通⼿段としては、⾶⾏機・電⾞等の「公共交通機関」を使って訪れる割合が⾼く、
合わせて「⾃動⾞（レンタカー）」と組み合わせて旅⾏する⽅が⼤半のため、空港や
駅との連携やレンタカーサービスはより充実に向けた検討が必要となります。 

・ 室⼾市への来訪⽬的として、「農業体験」「寺社仏閣めぐり」「ウォーキング」に加
え、他エリアの回答ではみられなかった「タラソテラピー」「深海漁体験」等、多様
なアクティビティが幅広い来訪⽬的となっています。⽇常から離れた⾃然豊かなエリ
アでの体験に価値を置いている可能性があります。 

 
地域：関⻄（⼤阪・兵庫） 
・ 体験したことがあるアクティビティについて、「農業体験（果物狩り等も含む）」

「登⼭、ハイキング、トレッキング」「渓流歩き、川遊び」等の他地域でも体験でき
る項⽬の選択率が⾼くなっており、室⼾ならではのアクティビティが認知されていな
い可能性があります。 

・ 交通⼿段としては、半数以上が「⾃動⾞」と答えているため、年代にもよりますが、
まずは⾃動⾞利⽤層が優先度の⾼いターゲットになると考えられます。また「バイク」
も数字としては少ないが他地域と⽐べると多く、来訪⽬的の個別回答からは「ツーリ
ング」利⽤のポテンシャルがうかがえます。 

 
地域：インバウンド 
・ 訪⽇外国⼈客数は、規制緩和が⾏われるアジア圏から徐々に増加すると⾒込まれてい

ます。また 2021 年時調査で次に海外旅⾏したい国として、アジア及び欧⽶豪居住者
１位は「⽇本」で、国全体でインバウンド客の需要が⾼まってきています。 
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・ 四国旅⾏時に体験したいものとして、「⾃然や⾵景の⾒物」「有名な史跡や歴史的な
建築物の⾒学」が⾼い傾向にあり、室⼾が有する⾃然環境や空海ゆかりの地、お遍路
⽂化といったコンテンツを磨き上げることが必要になってきます。 

・ 訪⽇旅⾏時の滞在⽇数は「東アジア」が約 1 週間であるのに対し、「欧⽶豪」は約 2
週間となっており、アジアよりも欧⽶豪の⽅が⻑い傾向がありました。欧⽶豪からの
旅⾏者は⽇本での滞在⽇数が⻑く、時間をかけて広域周遊を⾏うため、訪⽇経験の少
ない段階で四国を訪れる⼈が多い可能性があります。 

・ アジアの四国訪問経験者は、訪⽇「6回以上」35.3％、訪⽇「4回以上」で約半数とな
っていることから、とりわけアジアにおいて四国を訪れる外国⼈旅⾏者は、訪⽇リピ
ーターが多いことがうかがえます。欧⽶豪の四国訪問経験者でも、訪⽇「2,3 回」
53.5%と半数近いことから、ターゲットは複数回⽇本に訪れたことがあるリピーター
客を中⼼に検討することが望ましいと考えられます。 

 
② 性・年代別 

性・年代：男性 
・ 普段の旅⾏やお出かけで重視する点について、男性の各年代では「⾃然、アウトドア」

の選択率が半数程度となっており、⼥性と⽐べてアクティブな体験を求めていること
がわかりました。また各年代の詳細をみると、男性の 20 歳〜49 歳では「サイクリン
グ」、「登⼭、ハイキング、トレッキング」、「キャンプ」、「渓流歩き、川遊び」
と動的アクティビティを好む傾向があります。⼀⽅で 50 歳以上になると年代が上が
るにつれて、「まちの歴史、⽂化探訪」、「寺社仏閣めぐり」といった⽂化的要素が
重視されているため、年代に合わせて提供コンテンツを変える必要があります。 

 
性・年代：⼥性 
・ 男性と⽐べて⼥性各年代で「陶芸や草⽊染等の⽂化体験」、「スパやマッサージ等の
セラピー体験」、「ヨガ」といったウェルネス関連のアクティビティの経験率が⾼い
回答となりました。 

・ 普段の旅⾏やお出かけで重視する点について、「リフレッシュできる」、「ゆっくり
と過ごすことができる」といった項⽬で⼥性の選択率が⾼く、特に⼥性 50〜69 歳の
各年代については選択率が⾼くなっています。 

・ 20〜39歳の⼥性のアクティビティの認知と体験のギャップを埋める施策（情報提供、
ブランディング、商品開発等）と、40歳以上の⼥性に向けたウェルネスツーリズムの
具体化を同時に進めることで満⾜度を⾼める仕組みが必要と考えられます。 

 
性・年代：年代全般 
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・ 来訪満⾜度について、20〜39 歳は男⼥ともに⾮常に⾼く、なかでも男性 20 代は約
90％が「かなり満⾜」「満⾜」と回答しています。20代男性の関⼼が⾼い「⾃然、ア
ウトドア」「⽂化体験」「環境保全、エコ」「サステナビリティ、SDGs」の要素を
室⼾が満たしていることが、⾼い満⾜度に繋がっていると考えられます。 

・ 普段の旅⾏やお出かけで重視する点について、⼥性 30〜49 歳代の⼦育て世代では
「⼦どもと⼀緒に体験できる」「⼦どもの成⻑につながる」の選択率が 30％以上と⾼
く、ファミリー層にフォーカスしたコンテンツ作りも有効だと考えられます。 

 
③ 旅⾏⽬的別 

旅⾏⽬的：⾃然アクティビティ 
・ 外国⼈旅⾏者が訪⽇旅⾏時に体験したいアクティビティの調査では、「アウトドアア

クティビティ」の選択率が10%以上と特にコロナ前後で増加しており、四国で体験し
たいものに関しては「⾃然や⾵景の⾒物」の選択率が⾼くなっています。 

・ 国内旅⾏者に関しても、室⼾に対して持っているイメージとして、「⾃然が豊かであ
る」「海や⼭など、⾝近に⾃然を楽しめる場所がある」「海洋深層⽔がある」など、
⾃然に関する項⽬の選択率が⾼い傾向があり、⾃然を活かしたアウトドアアクティビ
ティを展開することで国内外問わず満⾜度の⾼いコンテンツになる可能性がありま
す。 

旅⾏⽬的：癒し 
・ 普段の旅⾏・お出かけで重視する点として、「リフレッシュできる」「ゆっくりと過

ごすことができる」など、保養・休養や⾷に関する項⽬の選択率が⾼い回答となって
います。 

・ 「ウェルネス（⼼⾝の健康）、癒し」に関⼼がある層について、室⼾市に対してのイ
メージに「⼼が健康になれる町である」「⾝体が健康になれる町である」といったウ
ェルネスに関する項⽬が挙げられておらず、認知に課題がみられました。またウェル
ネスツーリズムという⾔葉の認知が広まっていないことも踏まえると、ウェルネスツ
ーリズムを推進していくには、ウェルネスというキーワードよりも「癒し」や「⼼⾝
の健康」を発信していくことで認知拡⼤に繋がる可能性があります。 

旅⾏⽬的：サステナビリティ 
・ 「環境保全、エコ」「サステナビリティ、SDGs」「⽂化体験」に関⼼がある層は、

関⼼のあるアクティビティの選択率が全体的に⾼い傾向があります。お出かけにおい
て重視する点としては、「新しい発⾒がある」「体を動かすことができる」「⾃然環
境に貢献できる」の選択率が⾼く、単なる体験アクティビティだけでなく、地域貢献
活動や学びを含めた付加価値をつけたコンテンツを検討する必要があります。 
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（５）ターゲティングの在り⽅ 

u 室⼾市に持っているイメージとして、四国地⽅は「海や⼭など、⾝近に⾃然を楽しめ
る場所がある」「岩礁や断層など、独特の地形や造形美がある」「海洋深層⽔がある」
などの⾃然環境はもちろん、「空海ゆかりの地である」「お遍路の札所がある」とい
う歴史・⽂化的視点も⾼く、室⼾の魅⼒は⼗分に認知されている⼀⽅で、体験したこ
とがあるアクティビティが他地域より低い傾向にありました。東京では「温泉がある」
「⼀年を通して温暖な気候である」「⽂化・歴史的な建造物がある」の選択率が⾼く、
⼀部イメージが伝わりきれていない課題はあるものの、全体的にみてもアウトドア系
アクティビティの経験率が他地域と⽐べて⾼い結果でした。来訪経験者の満⾜度の⾼
さをみても、魅⼒さえ伝われば旅⾏先の選択肢にもなり得ると考えられるため、四国
エリア内の市場を開拓しつつ、⾸都圏・関⻄圏にも認知してもらえるような取組と、
滞在時間を増やすことができる多様なアクティビティの磨き上げが必要なのではない
かと推察されます。 
 

u 今後訪⽇外国⼈客数は増加すると⾒込まれており、インバウンド需要に合わせて対策
を講じる必要があります。訪⽇旅⾏時の滞在⽇数はアジア、欧⽶豪ともに１週間以上
と、国内旅⾏者と⽐べて⻑く、四国訪問経験者は、とりわけアジアにおいて何度も⽇
本を訪れていることがうかがえるため、ターゲットは複数回⽇本に訪れたことがある
リピーター客を中⼼に検討することが望ましいと考えられます。 

 
コンテンツの内容について、20〜39 歳は男⼥ともに満⾜度が⾮常に⾼くなっており、そ

の理由として、当年代の関⼼が⾼い「⾃然、アウトドア」「⽂化体験」「環境保全、エコ」
「サステナビリティ、SDGs」の要素を室⼾が満たしていることが挙げられるのではない
かと推察されます。また普段の旅⾏やお出かけで重視する点について、⼥性 30〜49 歳代
の⼦育て世代では「⼦どもと⼀緒に体験できる」「⼦どもの成⻑につながる」の選択率が
30％以上と⾼い傾向にあり、ファミリー層にフォーカスしたコンテンツ作りも有効だと考
えられます。 
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５．基本⽅針 

（１）ウェルネス度及び滞在期間を踏まえた進化モデル 

これまでの消費型の観光ではなく、室⼾の魅⼒溢れる⾃然環境や歴史⽂化を活かしなが
ら、観光客の⼼と体の健康、そして地域の環境と社会の健康に繋がるウェルネスツーリズ
ムを造成していきます。しかし、現状ウェルネスツーリズムの推進体制は整っておらず、
全ての分野において同時にアプローチは難しいと考えます。今後は４つのステップで徐々
にウェルネス要素及び滞在に数を増やしていくことで、ウェルネスツーリズムを完成させ
ていきます。 
気軽に参加でき、体を動かすことができる「⾝体の健康」要素を含む体験プログラムを

活⽤したリフレッシュ系事業。⽇常から離れ、⽇々の疲れをリセットするような「精神の
健康」要素を含む体験プログラムを活⽤したリトリート系事業。⽇々の⽣活や社会情勢、
さらに地球の持続可能性について考えながら⾃分⾃⾝と向き合う「環境の健康」要素を含
む体験プログラムを活⽤したマインドフルネス系事業。最後に⻑期滞在から⼆拠点居住や
移住者へと繋げることを想定し、地域住⺠との交流や暮らしの体験といった「社会の健康」
要素を含む体験プログラムを活⽤したウェルネス系事業。 
既存の観光事業に付加価値をつけ、徐々にウェルネス要素を加えていくことで、室⼾な

らではのウェルネスツーリズムを⻑期的に完成させます。 
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（２）４つの事業 

① リフレッシュ系事業 
新型コロナウイルス感染症の影響から、旅⾏⽬的としてアウトドアアクティビティの体
験率の⾼さに加え、旅⾏で重視する点として「リフレッシュできる」回答率が⾮常に⾼い
傾向がありました。旅⾏形態として、まずは疲れている⾝体を回復させるために休息をと
る、また気軽に⾝体を動かしたり、遠出したりといったアクティブ体験もできる「⾝体の
健康」要素を含めた１泊２⽇程度のリフレッシュ事業を展開していきます。 

② リトリート系事業 
企業でのメンタルヘルスケアの重視や、新型コロナウイルス感染拡⼤による健康意識の

変化もあり、仕事や⽇常から⼀時的に離れ、疲れた⼼や⾝体を静養し、ゆっくり過ごすこ
とができる場所としての価値提供を検討していく必要があります。「⾝体の健康」に加え、
「精神の健康」要素を含めたリトリート事業を展開していき、２泊３⽇程度ゆっくり過ご
していただき明⽇への活⼒をもたらす機会を提供していきます。 

③ マインドフルネス系事業 
外国⼈遍路の動向から、⾃分⾃⾝を⾒つめなおす時間やコンテンツが重視されています。
五感を使う体験を通して、⾃分⾃⾝と向き合うことに加え、⽇々の⽣活や社会情勢、さら
に地球の持続可能性について考える「環境の健康」要素を含めたマインドフルネス事業を
展開していきます。⾃分や仲間、家族のために時間を費やすだけでなく、環境に対して向
き合う時間も設けることから、３泊４⽇程度の滞在を想定しています。 

④ ウェルネス系事業 
近年のウェルビーイングやウェルネス市場の⾼まりや健康対する意識の変化から、⼼⾝

ともに健康である状態に加え、結果として⽣活の質を⾼めることや⾃分が望むライフスタ
イルデザインを確⽴させる「社会の健康」要素を含めた事業を展開していきます。より本
物の体験にこだわり、地域住⺠との交流や暮らしの体験も含めることから、⻑期滞在そし
て⼆拠点居住や移住を検討している⼈が主な対象者となります。 
 

 

（３）ターゲット地域 

４つの事業本格化に向けて、ターゲット地域も⾒据えたプログラム作りも必要になりま
す。⽂献調査やアンケート調査から得られたターゲットの特性と、ウェルネスの要素であ
る「⾝体」「精神」「環境」「社会」の健康をふまえた、魅⼒あるウェルネスツーリズム
を検討していきます。 
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① 四国 
アクティビティ体験率や、「ジオパーク」や「お遍路」以外の来訪⽬的選択率が低いこ

とから、県内市場が開拓しきれていない可能性があります。また基本的に交通⼿段は⾞と
いうこともふまえ、室⼾滞在中は移動の価値化が重要と考えています。今後は市内に気軽
に⽴ち寄れるスポットやロード開発や実際に体験してもらえる仕掛け検討していく必要が
あります。 

② 関⻄ 
体験したことがあるアクティビティについて、他地域でも体験できる項⽬の選択率が⾼

くなっており、室⼾ならではのアクティビティが認知されていない可能性があります。既
存の体験プログラムにウェルネスやマインドフルネスの要素を加えたウェルネスツーリズ
ムの具体化を進める必要があります。 

③ ⾸都圏 
他地域と⽐べて多様なアクティビティプログラムが揃っていることが、誘客における強

みとなっています。⽇常から離れた⾃然豊かなエリアでの体験に価値を置いている可能性
があります。お出かけに⽤意する予算も最も⾼いことから、⾦額が多少⾼くても良質な体
験価値の提供と、空港や駅と連携したサービスの検討が必要となります。 

④ インバウンド 
訪⽇外国⼈客数は、規制緩和が⾏われるアジア圏から徐々に増加すると⾒込まれていま

す。特徴としては、⽇本での⻑期間の滞在⽇数で時間をかけて広域周遊を⾏うことに加え
て、環境に配慮した本物の体験が求められています。⻑期滞在及びインバウンドという需
要に応えるためにも、各事業者との連携強化とプログラム作りを検討していきます。 
 
 

（４）市内におけるエリア的な展開 

⽂献調査やアンケート調査に加え、関係事業者による参加型ワークショップ内で、４つ
の事業で活⽤できる資源の提案を各グループに⾏なっていただきました。ウェルネス要素
を加えていくにつれ、徐々に市内でも活⽤するエリアを広げていき、最終的には市内全体
の活性化に繋げていきます。 
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第２回ワークショップで作成したマップ 
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６．具体施策 
前項で整理したウェルネス度及び滞在期間を踏まえた進化モデルを踏まえて、全ターゲ

ットに共通する課題に対しての施策も加えて、４の⽅針、10 の個別施策を定めます。な
お、ウェルネス事業の中核施設として「シレストむろと」を活⽤しながら、施策を展開し
ていきます。 
 

基本⽅針１ ⼈を起点とした魅⼒づくりの推進 

個別施策   （１）ウェルネス産業を担う⼈材の育成 
       （２）地域住⺠連携による推進体制 
 

基本⽅針２ 室⼾の地域資源を活⽤したプログラムの開発 

個別施策   （１）ターゲットに合わせたプログラムの推進 
       （２）インバウンドの対応 
       （３）⾷コンテンツの開発 
 

基本⽅針３ 情報発信の充実 

個別施策   （１）PRツールの制作 
       （２）国内：認知拡⼤に向けたプロモーション活動の推進 
       （３）国外：認知拡⼤に向けたプロモーション活動の推進 
 

基本⽅針４ 交通ネットワークの整備 

個別施策   （１）地域インフラの整備 
       （２）広域ネットワークの連携 
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基本⽅針１  ⼈を起点とした魅⼒づくりの推進  

地域資源や情報を有機的に結びつけ、地域の魅⼒を⾼めていくために、地域団体・事業
者間が横断的に協⼒する体制を構築します。新たな⼈材の育成や、地域住⺠や外部⼈材を
巻き込む仕組みを検討し、地域⼀体となって付加価値を⾼めていきます。 

 

施 策 １  ウェルネス産業を担う⼈材の育成 

取 組 内 容 

 地域事業者が提供するさまざまな体験プログラムは、ウェルネスツーリ
ズムの魅⼒の⼀つとなっていきます。⼀⽅でそれらの内容は個々の提供者
に依存していることからプログラムの質が⼀定でなく、さらには担い⼿の
⾼齢化や⼈材不⾜により体験プログラムの安定的な提供体制にも課題があ
ることから、既存のガイド⼈材の活⽤に加え、ウェルネス産業を担う新た
な⼈材（ガイド・セラピスト等）を育成する仕組みを検討します。また今
後はウェルネスツーリズムを担う⼈材として、⼀定の⽔準を満たすプロフ
ェッショナルなサービスやプログラムの提供を⽬指せるよう、ウェルネス
認証制度導⼊も検討していきます。 
 
◉ ⼈材育成講座内容の例 
・ウェルネスの基本 
・ガイディングの基本 
・安全管理とチェック体制 等 
 

なお、検討にあたっては、室⼾ジオパーク推進協議会とも連携しなが
ら、ウェルネスツーリズムのガイド⼈材のあり⽅を検討していきます。 

主   体 観光ジオパーク推進課・室⼾ジオパーク推進協議会 
主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 ・育成講座の参加者数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・ジオガイドとウェルネス⼈材の整理 
・ガイドの専⾨家を呼び、ガイド担い⼿育成講座を⾏う 
・緊急時のマニュアル作成 
・体験プログラム提供の担い⼿確保と継続的雇⽤システム 
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施 策 ２  地域住⺠連携による推進体制 

取 組 内 容 

 地域で活動する団体・事業者を中⼼に構成する組織を設置し、連携の
活発化を促します。この組織では、室⼾ならではのウェルネスツーリズ
ムを主体的に検討し、地域内で情報共有できるような体制を構築しま
す。 
 
◉ 推進体制の例 
・ガイド⼈材 
・各地区の代表 
・集落活動センター⼈員 
・その他ウェルネスに関⼼ある⼈材 
 

また、地域住⺠や外部との交流やイベントの開催等、各地域を繋ぐ総
合的な窓⼝としての役割を果たすような体制を検討します。 

主   体 
観光ジオパーク推進課・室⼾ジオパーク推進協議会・まちづくり推進課 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 ・推進主体組織参加者数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・室⼾事業推進委員会の設置 
・若者の交流の場設置 
・集落活動センター活⽤ 
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基本⽅針 2  室⼾の地域資源を活⽤したプログラムの開発  

地域の最⼤の魅⼒である⾃然環境や歴史・⽂化的資源を活かし、ウェルネスの要素であ
る「⾝体」「精神」「環境」「社会」の健康をふまえた、ウェルネスツーリズムの代表的
なコンテンツを開発します。 
 

施 策 １  ターゲットに合わせたプログラムの推進 

取 組 内 容 

滞在型プログラムの商品化に向けて、ターゲットに合わせたプログラ
ム作りを推進していきます。アンケート調査からウェルネスツーリズム
という⾔葉の認知が広まっていないことも踏まえると、ウェルネスツー
リズムを推進していくために、「ウェルネス」よりも「癒し」「⼼⾝の
健康」「SDGs」といった⾔葉をキーワードにプログラムを検討してい
きます。 
 また、既存のアクティビティを組み合わせ、付加価値をつけていくこ
とで、室⼾ならではのウェルネスツーリズムを完成させます。 

さらにウェルネスツーリズムを担う各エリア・事業者が連携し繋がっ
ていけるよう、地域ごとだけでなく、地域を横断して取り組むことも検
討していきます。プログラムの質を⾼めるためにも、⼀定のクオリティ
が認められた施設や⼈材へのウェルネス認証制度導⼊の検討や事業者間
でプログラム体験会を実施することで、さらなるプログラムの磨き上げ
を図っていきます。 

主   体 
観光ジオパーク推進課 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 
・滞在プログラム造成数 
・プログラム体験会参加者数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・プログラム磨き上げに向けてワークショップ開催 
・プログラム体験会の実施 
・教育要素のプログラム作成 
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施 策 ２  インバウンドの対応 

取 組 内 容 

今後訪⽇外国⼈客数は増加すると⾒込まれており、インバウンド需要
に向けて対策を講じる必要があります。⽂献調査やアンケート調査か
ら、訪⽇旅⾏時の特徴としては、アジア、欧⽶豪ともに１週間以上と⽐
較的⻑く滞在する傾向があるため、観光施設や宿泊施設等で多⾔語対応
できる⼈材雇⽤や翻訳できるシステム導⼊を検討していきます。また
CIR*5 を活⽤する等、ソフト整備を進めていきます。 

主   体 
観光ジオパーク推進課・室⼾市観光協会 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 ・多⾔語対応雇⽤者数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・翻訳できるシステム導⼊ 
・多⾔語対応できる⼈材雇⽤ 
・CIR*5 の活⽤ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

*5 国際交流員の略称です。国際交流員は国が⾏っている「語学指導等を⾏う外国⻘年招致事業」によ
る、国際交流活動に従事するために配置されています。現在、⾼知県⽂化国際課にはアメリカ、シン

ガポール、韓国、ベトナム、中国出⾝の国際交流員５名がいます。 

 国際交流員（CIR）は、地域レベルの国際化、国際交流の促進のため県が⾏う国際交流事業に対する

企画調整・参加を中⼼に、市町村や学校、国際交流団体等が⾏う県⺠・⽣徒・学⽣を対象としたイベ
ントや国際理解教育で⾃らの経験や⾃国の⽂化について講演等を⾏っています。 
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施 策 ３  ⾷コンテンツの開発 

取 組 内 容 

⽂献調査やアンケート調査から、旅⾏時に重視する点として「地域の
⾷（グルメ）を楽しめる」の回答率が年齢問わず⾼かったことから、ウ
ェルネスツーリズムを推進するためにも⾷コンテンツの充実も必要にな
っていきます。 

室⼾ならではの海成段丘の地形を活かした旬の農産物や豊かな海で採
れた新鮮な⽔産物を活かしたメニューを開発します。他にも室⼾資源で
ある海洋深層⽔や備⻑炭を活⽤した⾷コンテンツも検討していきます。 

また、お遍路で来訪する⽅に向けた健康⾷開発、多様な⼈種にも対応
できるようハラールも考慮したメニュー開発も⾏なっていきます。 

主   体 
保健介護課・観光ジオパーク推進課・産業振興課 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・世界⼀健康づくりが楽しめるまちづくりプロジェクト 

評 価 指 標 ・商品開発数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・室⼾海洋深層⽔を活⽤した⾷メニュー開発 
・既存事業や施設との連携 
・料理研究会の設⽴ 
・外国⼈、お遍路の⽅やハラールを考慮した⾷の開発 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

活⽤する室⼾の特産品（⼀例） 
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基本⽅針３  情報発信の充実  

地域の認知度を向上させるため、地域内外と連携した情報発信を⾏います。また、室⼾
ならではのウェルネスツーリズム推進に向けて、観光客向けに情報を発信するだけではな
く、県外、国外にも知っていただけるプロモーション活動を⾏なうことで、外から室⼾の
魅⼒を広める⼿法を取り、室⼾＝ウェルネスの認知拡⼤を⽬指します。 

施 策 １  PR ツールの制作 

取 組 内 容 

 ウェルネスツーリズムの認知拡⼤に向けて、室⼾市へ訪れる⽅に向け
て PRツールを制作します。 

ターゲットや滞在⽇数・⽬的に合わせた観光情報の提供やパンフレッ
トもしくは案内アプリ等の情報コンテンツの制作を、各エリア事業者や
観光協会とも連携して⾏うことで、回遊性向上による滞在時間を増やす
仕掛けを構築していきます。 

また、ウェルネスツーリズムの情報発信やウェルネスプログラムが予
約できるツール制作も検討していきます。 
 
◉ 制作する PRツールの例 
・ウェルネスプログラムのパンフレット 
・関連施設でのポスター掲⽰ 
・ウォーキングマップ   
・ウェルネスツーリズム HP制作 等 
 

主   体 
観光ジオパーク推進課・室⼾市観光協会 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

特になし 

評 価 指 標 ・情報発信ツール作成数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・ワークショップでの室⼾資源整理 
・ターゲットや⽬的別に合わせた観光情報の提供 
・拠点を周遊させる仕掛けコンテンツ作成 
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施 策 ２  国内：認知拡⼤に向けたプロモーション活動 

取 組 内 容 

 新たな観光客誘致に向けて、不特定多数の⽅に知っていただけるプロ
グラムを活⽤して、プロモーションを⾏なっていきます。ウェルネスに
関連する EXPO 等のイベントへの出展や WEB 媒体への出稿により、特
に⾸都圏・関⻄の都市部に対して、室⼾＝ウェルネスのイメージを持っ
ていただき、来訪してもらえるきっかけ作りを推進していきます。 
 また、今後「ウェルネス」や「SDGs」、「⼼⾝の健康」をテーマと
した企業研修や福利厚⽣での活⽤も想定し、都市部企業やヘルスケアに
取り組む企業へのアプローチや連携強化も図っていきます。 

主   体 観光ジオパーク推進課 
主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 
・EXPO等のイベントへの出展 
・媒体への出稿数 
・都市部企業やヘルスケアに取り組む企業との連携数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・ウェルネス、SDGsに関連する EXPO出展 
・情報発信や体験プログラムが確認できる HP制作検討 
・ツアーが予約できるシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「国際ウェルネスツーリズムEXPO」出展エリア例 
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施 策 ３  国外：認知拡⼤に向けたプロモーション活動 

取 組 内 容 

 今後のインバウンド需要拡⼤に向けて、国内だけではなく、国外に向
けても認知拡⼤に向けたプロモーション活動を⾏なっていきます。まず
は室⼾について知っていただき、実際に訪れた際に市内のスポットを周
遊できるような施策として、多⾔語マップの制作や案内看板の設置を検
討していきます。 

また、海外メディアや旅⾏会社へのアプローチや連携強化を図り、
FAM トリップツアーやインバウンドを想定したモニターツアーも検討し
ていきます。2025 年に⼤阪にて開催される⽇本万国博覧会に向けて、イ
ンバウンド需要に対応するプログラムの磨き上げを進めていきます。 

主   体 観光ジオパーク推進課 
主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・室⼾ジオパーク 第４期実⾏計画 

評 価 指 標 
・多⾔語対応したコンテンツ数 
・インバウンド向けモニターツアーの実施回数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・多⾔語対応マップや HPの製作 
・インバウンドを想定したツアーの実施 
・案内看板の充実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

室⼾岬周辺観光マップ制作イメージ 
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基本⽅針４  交通ネットワークの整備  

地域で既に導⼊されている交通ネットワークと連携し、地域内での滞在時間の延⻑を促
すべく、交通サービスを充実させることで、安全を担保しながら地域の景観・環境を満喫
できる地域づくりを⽬指します。 

施 策 １  地域インフラの整備 

取 組 内 容 

 室⼾市内の交通インフラが乏しいことが、観光客の滞在時間の低下の
⼀因となっている可能性があります。また観光分野以外でも、⾃動⾞を
利⽤しなくなった⾼齢者が⽇常⽣活に⽀障をきたす懸念もあります。こ
れらの問題解消のため、地域の交通事業者と連携したレンタカーサービ
スや送迎サービスを検討し、またコミュニティバス「むろはぴ号」の活
⽤により、回遊性の向上を図り、地域内を物理的にも繋げていきます。 

また既にレンタサイクルが導⼊されていますが、より気軽に利⽤して
いただけるよう、レンタサイクルの貸出スポットの増設等も検討してい
きます。 

主   体 
観光ジオパーク推進課・まちづくり推進課 
関連事業者・団体等 

主   な 
関 連 計 画 

・第 2 期室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 

評 価 指 標 
・送迎サービスの実証実験 
・レンタサイクル利⽤者数 

関連事業者 
からの意⾒ 

・宿泊や体験プログラムの送迎サービス 
・レンタカー導⼊検討 
・駐⾞場の整備 
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施 策 ２  広域ネットワークの連携 

取 組 内 容 

 ⾸都圏、関⻄圏、外国からの観光客の⼤半は公共交通機関を使って室
⼾へ訪れていますが、室⼾へのアクセス時間と室⼾市内の交通⼿段の乏
しさは課題として挙げられています。今後は空港や駅から室⼾までの送
迎サービス等を検討し、室⼾に訪れやすいよう、また滞在時間が増える
よう、広域ネットワーク連携による交通ネットワークの整備を進めてい
きます。 

また線路と道路を⾛る乗り物「DMV（デュアルモードビーグル）」も
活⽤していきます。平⽇は⾼知県東陽町と徳島県海陽町間を⾛ります
が、⼟⽇祝⽇は室⼾市まで乗り⼊れがあります。今後は四国県内でも連
携し、回遊性向上による滞在時間を増やす仕掛けを構築していきます。 

主   体 観光ジオパーク推進課・⾼知県 
主   な 
関 連 計 画 

特になし 

評 価 指 標 
・送迎サービスの実証実験 
 

関連事業者 
からの意⾒ 

・空港や⾼速バスの連携 
・送迎サービスを検討 

 

  ⾼知⿓⾺空港との連携            DMVの運⾏ 

 

 

 

 



87 

 

第 5 章 ウエルネスシティに関わる施設整備 

1．ウェルネス産業に関わる既存施設 

室⼾市では、少⼦⾼齢化・⼈⼝減少が急速に進む中、市⺠が地域で元気に暮らせる社会
を実現するためにも「健幸＝健康で幸せ（⾝体⾯の健康だけでなく、⼈々が⽣きがいを感
じ、安⼼安全で豊かな⽣活を送れること）」が求められています。なかでも、「市⺠の健
康づくり」「ウェルネスツーリズムの推進」を⼆本柱として、室⼾市ならではの地域資源
を活かした施策の展開を検討しています。 

本項では、室⼾市ウエルネスシティに関わる施設整備の検討にあたり、ウェルネス産業
に関連する既存施設について整理していきます。 

 

（１）健康増進施設「シレストむろと」 

ウエルネスシティの中核施設へ 
 平成 18（2006）年に開業した、室⼾海洋深層⽔を
利⽤した健康増進施設「シレストむろと」。体温に
近く負担のかからない温度に設定した温⽔プールを
はじめ、露天⾵呂、フィンランドサウナ、外気浴 
ホットタブ等、本格的な施設を完備しています。ま
た⾼知⼤学医学部の研究に基づいた指導のもと、さ
まざまな⽔中運動プログラムを実施する等、楽しみ
ながら健康になることを⽬指しています。 

健康増進施設「シレストむろと」  

 
 しかし平成 27（2015）年以降、利⽤者は減少に転じ、新型コロナウイルス感染拡⼤の
影響もあり、令和 3（2021）年の利⽤者数は 4 万⼈を切っており、令和 4（2022）年 10
⽉からは施設内のレストランが休業に追い込まれています。また利⽤者の 96％が市内在
住者で、観光客の来館数が伸び悩んでおり、⼈⼝減少下では市外に向けた認知の拡⼤も課
題となっています。今後は市⺠だけでなく、市外来訪客に向けてもプログラムの提供を⾏
ない、ウエルネスシティの中核施設としての活⽤を検討していきます。 
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（２）室⼾全域 53.3kmの海岸線 

各施設を結ぶ線としての役割 
室⼾市の海沿いを V 字に⾛る 53.3km の海岸線は、潮
⾵を感じながら景観を楽しむことができるロードで、各
施設を結ぶ線としての役割も担っています。この独特の
地形がもたらす海岸線は、タラソテラピーロードとして
の活⽤が期待されます。 
 

室⼾市全域 53.3km の海岸線 
 

（３）宿泊施設 

宿泊と他施設とのパッケージ化で付加価値を 
滞在型ウェルネスツーリズムを⽬指す上で⽋かせない

のが、宿泊施設です。室⼾の⾃然環境を眺めながら、ゆ
っくり過ごしていただくことで、リラックスやリトリー
ト要素に繋がると考えます。今後は宿泊施設が他ウェル
ネス要素と連携し、ウェルネスツーリズムとしてパッケ
ージ化することで、さらなる付加価値の創出が期待され
ます。                          宿泊施設「岬観光ホテル」 

 

（４）体験施設 

ターゲットに合わせたアクティビティプログラムへ 
独特な地形と⾃然環境が⽣んだ絶景が広がる室⼾で

は、海や⼭に触れながらガイドと歩くジオパークや深海
⽣物漁業体験等のアクティビティが豊富に揃っていま
す。今後はウェルネスの視点を掛け合わせることで、⼼
⾝の健康づくりや、エコやサステナビリティといった要
素も含んだ環境や社会の健康に関しての価値提供も検討
していきます。                      ガイドと歩くツアー                    
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（５）飲⾷店 

「⾷べる健康」としてウェルネス価値を提供 
室⼾は⾔わずと知れた⿂の宝庫です。新鮮な朝採れ⿂

を刺⾝や煮⿂、揚げ物等といったさまざまな調理法で提
供してくれます。また温暖な気候であることから農業も
盛んであり、⻄⼭台地で育った野菜や特産品の⻄⼭キン
トキやビワ、ポンカン等の柑橘類もあります。これらの
地元⾷材や室⼾海洋⽔を活かしたヘルシーメニューの提
供を考えます。                   室⼾の特産品「カツオのたたき」 
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２．具体施策 

（１）基本⽅針 

 市内にある温浴施設やトレーニングセンター、海岸等は、市⺠の健康づくりを⽀える拠
点として機能しています。これら点在する施設が「室⼾ウェルネス産業を推進する施設」
として連携し、必要に応じて新たな施設の整備を検討し、さらなる付加価値を⽣み出して
いくことで、ウェルネス産業を活性化していきます。また各施設やアクティビティ、ロー
ドが相互に連携し、繋がることで、室⼾全体でウエルネスシティとしてのまちづくりを完
成させます。 
５つの地区でそれぞれ施設の整備を検討するとともに、市全域の中核施設として「シレ

ストむろと」を活⽤していきます。 

 

室⼾市ウエルネスシティ 整備イメージ図 
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（２）個別施策 

施 策 １  中核施設としての「シレストむろと」の整備 

取 組 内 容 

 ウェルネスプログラム、特にタラソテラピー（海洋療法）において
は、スパやマッサージ、運動プログラムを提供する施設が重要な役割を
担います。今後は「ウェルネス」を体現する中核施設として、ソフト⾯
では、ウェルネスプログラムとそれを提供する専⾨⼈材（セラピスト・
トレーナー等）の育成を検討していきます。 

またプログラムの充実や社会情勢の変化に合わせて、必要に応じてハ
ード⾯の整備も検討していきます。 

主   体 地域医療対策課・保健介護課・観光ジオパーク推進課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 
・シレストむろとの⼊館者数 
・提供プログラム数 

 

中核施設となる「シレストむろと」 
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施 策 ２  タラソテラピーロードの整備 

取 組 内 容 

 室⼾の個性的な地形を活かして、市全域の海岸線 53.3km をタラソテラ
ピロードとして整備することを⽬標に、市⺠・観光客に楽しみながら歩
いていただき、健康増進を促進するとともに、「健康づくりが楽しいま
ち」としての発信を強化していきます。 
 整備にあたってはロードの環境調査や各エリアのモデルコースを使っ
た体験会を実施し、課題の洗い出しと効果検証を⾏います。また既存の
ウェルネス関連事業や温浴施設・飲⾷店とも連携しながら、相乗効果を
⽣み出していきます。 

また安全を担保しながら地域の景観・環境を満喫できるよう、駐⾞場
の整備も検討していきます。 

主   体 地域医療対策課・保健介護課 
既に動き始
め て い る 取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・タラソテラピーロードの利⽤者数 
 

タラソテラピーロードとしての活⽤を検討している海岸線 53.3km 
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施 策 ３  ウェルネスツーリズムの拠点となる宿泊施設の整備 

取 組 内 容 

滞在型ウェルネスツーリズムにおいて⽋かせない宿泊施設を「ウェル
ネスツーリズムの拠点」と捉え、周辺タラソテラピーロードや各スポッ
ト、プログラムとの連携を強化していきます。また拠点施設の⼀つとし
て、新型コロナウイルス感染拡⼤の影響により休業している「ウトコ オ
ーベルジュ＆スパ」の施設活⽤も検討していきます。 

さらに、⼀定の基準を満たす施設を「室⼾ウェルネス（仮称）」とし
て認証し、⼼⾝の健康だけでなく社会や環境の健康も配慮された施設を
増やすことで、室⼾ならではのウェルネス産業を形成していきます。 

 
◉ 施設整備内容の例 
・ウェルネスプログラムの受付窓⼝やコンシェルジュの配置 
・ターゲットに合わせた滞在サービスの提供（p72参照） 等 

 
主   体 地域医療対策課・保健介護課・観光ジオパーク推進課 
既に動き始
めている取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・ウェルネス認証制度の認証数 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2020 年から休業している宿泊施設「ウトコ オーベルジュ＆スパ」 
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施 策 ４  その他 ウェルネス産業を推進する施設の整備 

取 組 内 容 

その他ウェルネス産業を推進する施設として、「飲⾷店」「体験施
設」「休憩所等のスポット」との連携を推進していきます。また各地域
でウェルネス産業を推進する拠点施設についても、整備⽅針の検討を⾏
います。 
 宿泊施設と同様に、⼀定の基準を満たす施設を「室⼾ウェルネス（仮
称）」として認証し、⼼⾝の健康だけでなく社会や環境の健康も配慮さ
れた施設を増やすことで、室⼾ならではのウェルネス産業を形成してい
きます。 
 
◉ 施設整備内容の例 
・飲⾷店での海洋深層⽔を使った⾷事や健康に配慮したお弁当の提供
等、新たな⾷コンテンツの開発 
・波⾳や潮⾵を感じる場所で、⾝体運動ができる屋外広場の検討 
・既存施設を活⽤した、各地区の拠点となるスポットの検討 等 
 

主   体 地域医療対策課・保健介護課・観光ジオパーク推進課 
既に動き始
めている取
組・事業等 

特になし 

評 価 指 標 ・ウェルネス認証制度の認証数 
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（参考）タラソテラピーロード整備 

調査⽅針 

・主に市⺠向けに健康づくりを⽬的に歩いてもらえるよう、各エリアのコースを整理する 
・既存資料を照らし合わせながら、候補コースの⽴地環境や安全性を確認する 

調査項⽬ 

①五感に働きかける良好な⾃然環境 
（感覚的評価が良好、海が近くに感じられる、⾃然が豊かである） 
②環境整備状況 
（幅員が適切、ロード周辺の管理・安全状態が優れている、屋外広場がある） 
③ロードアクセス等⽴地条件 
（⽴地条件に踏まえて各エリアの⼈が利⽤しやすい、国道等に接続できる） 

調査結果 

佐喜浜エリア 
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岬エリア 

 

室⼾エリア 
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吉良川エリア 

 

⽻根エリア 
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第６章 計画の推進に向けて 

1．推進体制 

(1)  官⺠連携による事業の推進 

本構想の推進にあたっては、⼆つの重点施策において、それぞれが推進体制を構築し、
施策を実⾏していきますが、市⺠や活動団体、地域事業者、⾏政等、各主体の役割を明確
にした上で、両者が⽬指す⽅向を共にし、相互に連携・共有しながら、⼀体となって取り
組んでいくことが重要となります。 

なお、本構想における施策は多岐に渡るため、各施策において主体となる実⾏組織は、
第３章第 6節及び第４章第 6節、第５章第２節にて整理・設定しています。 
 

 

 

① ⾏政の役割 

⾏政は、関連計画や本構想に基づく施策を円滑に進めるために、国や県をはじめ、関係
市町村や市⺠、地域事業者等との協働による取組や各種調整を⾏うとともに、効果的な情
報発信を進めます。また、市⺠や活動団体、地域事業者の活動をサポートするために、⼈
材育成や事業推進のための⽀援等を検討します。これらの取組は、地域住⺠や地権者等の
理解と協⼒を得ながら進めます。 

ジオウェルネス室⼾
- ⼤地のエネルギーを⽣きる⼒に -

ビジョン

重点施策

実⾏組織

ハード整備
ü 室⼾ウェルネスの中核施設としての「シレストむろと」の整備
ü 海岸線を活⽤した「タラソテラピーロード」の整備
ü 既存ウェルネス施設の活⽤ ü インフラの整備 など

ソフト整備

保健介護課 / 地域医療対策課
⾼知⼤学 / その他連携団体 等

観光ジオパーク推進課 / 観光協会
商⼯会 / 観光関連事業者 / ⼤学 / 企業 等

連携

ü 各種健康プログラム
ü オリジナルヘルシーメニューの開発
ü 地域共創の実践 など

ü ウェルネスプログラムを提供する⼈材の育成
ü 体験滞在型プログラムの造成
ü インバウンド強化 など

ウェルネス資源を活かした
市⺠の健康づくり

ウェルネス資源を活かした
観光地づくり
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② 市⺠及び活動団体の役割 

市⺠及び活動団体は、本構想が実現することにより、地域の魅⼒や⽣活の質の向上に繋
がることを認識し、⽇常の暮らしや地域の活動への主体的な参加を通して、地域資源や地
域内外の⼈材に触れる機会を増やすことで、⼀⼈ひとりが地域に誇りと愛着を持つととも
に、来訪者が快適かつ安全に楽しむことができる地域づくりや景観づくりへの参加に努め
ます。 

また、⾏政や⺠間事業者と連携しながら、地域の⽂化・伝統の継承に協⼒し、室⼾なら
ではの地域資源を守り、それらの魅⼒を次世代へと繋げていきます。 
 

③ ⺠間事業者の役割 

室⼾市観光協会及び室⼾市商⼯会、⺠間事業者等の地域事業者は、地域産業の担い⼿と
して、市⺠や活動団体、⾏政と連携しながら、積極的に地域資源を発掘し、磨き、繋げて
いくことで、地域の魅⼒を向上させる取組を進めます。 

また、⾃らの事業活動において、⾃然や景観、歴史⽂化等、地域が持つ資源を損なうこ
とのないよう、環境保全活動等に協⼒します。 
 

 

(2)  中核となる実⾏組織のあり⽅ 

①市⺠の健康づくり 

市⺠の健康づくりにおいては、『室⼾市健康増進計画』をはじめとする既存の健康関連
施策との連携が重要になることから、⾏政が中⼼となって施策を実⾏していきます。特に
保健介護課、地域医療対策課が、中⼼的な役割を担っていきます。 

 

② 観光地づくり 

観光づくりにおいては、これまでウェルネスツーリズムの取組が⾏なわれていないため、
中核となる実⾏組織として、以下の 3つのパターンが考えられます。 

 

[1] 室⼾市観光協会 

室⼾市観光協会は、観光に関わる事業者や宿泊施設、団体との繋がりが深く、室⼾観光
を牽引してきた⽴場にあります。本構想の観光づくりに関する取組においても、当協会が
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中⼼的な役割を担い、⾏政や関連する事業者・活動団体・市⺠と連携し、施策を推進して
いく組織として期待できます。 
 

[2] 室⼾ジオパーク推進協議会 

室⼾ジオパーク推進協議会は、令和 4（2022）年 6 ⽉現在、54 の会員団体によって運
営されており、市⺠・⺠間企業・研究機関・各種団体および⾏政が協⼒して、ジオパーク
の保護と活⽤を推進しています。またジオパークガイドの育成や、資源を活⽤したジオツ
ーリズムの推進等を⾏なっており、本構想とも親和性が⾼く、ジオパークの取組にウェル
ネスの視点を取り⼊れ、発展させていくことが考えられます。 
 

[3] 新組織の⽴ち上げ 

本構想のビジョン実現と施策実⾏に向けて、新組織を⽴ち上げることも考えられますが、
中核となる⼈材の発掘と、ボトムアップ型の組織づくりが求められます。実⾏ハードルは
⾼いものの、ウエルネスシティ構想を強く推し進めるためには、選択肢の⼀つとなりうる
組織のあり⽅です。 

 

観光地づくりの中核となる実⾏組織については、令和 5 年度以降に詳細の検討を進めて
いきます。 
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2．進⾏管理の考え⽅（PDCA）

本構想は、『室⼾市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略』が⽰す重点施策のアクションプ
ランであることから、上位計画との整合性を図りながら、本構想に掲げた具体的な施策を
進めていきます。 

構想の進⾏管理と施策の評価・⾒直しを⾏なうため、「室⼾市ウエルネスシティ事業推
進委員会」を設置し、定期的に各施策の振り返りと進捗状況の確認を⾏ないます。事業・
活動の成果と課題を明確化するとともに、達成できなかった施策については、その要因や
問題点を分析し、その後の施策に反映させていきます。 

また、社会や市場のさまざまな変化に対して、柔軟かつ的確に対応するため、必要に応
じて計画の⾒直しを図ります。 
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資料編 構想策定の背景と⽬的

1.  室⼾市ウエルネスシティ基本構想策定スケジュール 
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2．室⼾市ウエルネスシティ基本構想設置要綱 

（令和４年 10 ⽉ 25 ⽇施⾏） 

（趣旨） 
第１条 この要綱は、室⼾市を対象に、市全域の海岸線 53.3km 海岸堤防等をタラソテラ

ピーロード（海洋療法に伴う潮⾵道路）と位置づけ、「温暖な気候、豊かな⾃然、安全で
歩きやすい環境のもと潮⾵による海洋療法効果が期待できる」ことをコンセプトとした整
備を⾏い、市⺠の健康づくりはもとより、既存の健康・観光資源を活⽤、推進及び情報発
信するため市内の医療機関、宿泊施設と連携し、健康志向の要素を備えた体験プログラム
や滞在型ウェルネスツーリズムを提案し、新たな観光客の誘致につなげること、またリピ
ーターを増やし、持続可能な観光資源とすることを⽬的とした基本構想（次条において
「基本構想」という。）の内容を検討するに当たり、意⾒⼜は助⾔を求めるため、室⼾市
ウエルネスシティ基本構想検討委員会（以下「委員会」という。）を設置し、その組織及
び運営について必要な事項を定める。 

 
（意⾒⼜は助⾔を求める事項） 
第２条 委員会において意⾒⼜は助⾔を求める事項は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 基本構想の策定に向けた課題の整理に関すること。 
(2) 基本構想に記載する施策・事業等の検討に関すること。 
(3) その他市⻑が必要と認める事項 
 
（組織） 
第３条 委員会の参加者（次条において「参加者」という。）は、２０名以内とし、次に

掲げる者により組織する。 
(1) 学識経験を有する者 
(2) その他市⻑が必要と認める者 
 
（会議） 
第４条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、市⻑が招集する。 
２ 会議は、必要に応じて座⻑を置くことができる。 
３ 座⻑を置いたときは、座⻑が会議の議⻑となる。 
４ 委員会は、必要があると認めるときは、会議に参加者以外の者の出席を求め、説明
若しくは意⾒を聴き、⼜は必要な資料の提出を求めることができる。 

 
（庶務） 
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第５条 委員会の庶務は、室⼾市 保健介護課において処理する。 
２ 委員会における意⾒⼜は助⾔は、室⼾市 保健介護課において記録し、⽂ 
書化する。 
 
（補則） 
第６条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、会議に諮っ

て定める。 
 
附 則 
この要綱は、令和４年 10 ⽉ 25 ⽇から施⾏し、意⾒等の聴取をした最後の会議の⽇の

限り、その効⼒を失う。 
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3.   室⼾市ウエルネスシティ基本構想検討委員会名簿 

  区分 所属 役職 ⽒名 代理出席等 

1 委員⻑ 室⼾市 市⻑ 植⽥ 壯⼀郎   

2 副委員⻑ 室⼾市 副市⻑ ⿊岩 道宏 第 1、4回⽋席  

3 

地元住⺠ 

室⼾市商
⼯会 

会⻑ 富岡 ⼀成 
第 2、3回代理 

事務局⻑ 有光 功作 

4 
室⼾市観
光協会 

会⻑ ⼋⽊ 正⼈ 
第 2、3、4回代理 

副会⻑ 植⽥ 新作 

5 
室⼾市常
会⻑会 

会⻑ ⼩松 伸稔 第 2回⽋席 

6 
室⼾市健
康応援団 

会⻑ ⽵﨑 重雄   

7 

⾏政機関 

室⼾市 
まちづくり 
推進課⻑ 

辻 さおり   

8 室⼾市 保健介護課⻑ 正⽊ 亜弥   

9 室⼾市 
観光ジオパー
ク 
推進課⻑ 

⼤⻄ 亨   

10 室⼾市 産業振興課⻑ ⼭崎 桂   

11 室⼾市 
地域医療対策
課 

松下 善徳   

12 ⾼知県 
林業振興・観
光部 
⾃然共⽣課⻑ 

河野 和弘 第 2、3、4回⽋席  
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13 ⾼知県 

⾼知県産業振
興推進部 
地域産業振興
監 

佐藤 まゆみ   

14 

学識経験者 

⾼知県東
部観光協
議会 

事務局⻑ 佐々⽊ 博司 第 4回⽋席   

15 
⾼知⼤学
医学部 

医学博⼠特任
助教 

南 まりな   

 

 


